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東
ト
ڠ
、６
年
度
ॿ

な
ど
締

ഭ
る

国
交
省
、̩
̜
Ϧ
フ
タ
ー
導
入
支
援
２
࣍
公
ื

ौ
୩・世
ా
୩・
ࠇ
支
෦
が
業
ք
セ
ϛ
φ
ー

東
ト
ڠ
、東
京
都
の

ࡂ
訓
練
な
ど
に
ࢀ
加

関
ト
ڠ
、２
０
２
４
年
問
題
આ
明
会
開
࠵
Ҋ
内

２̏̐５̒

流
通
業
務
の
総
合
化
及
び
効
率
化
の
促

進
に
関
す
る
法
律
及
び
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律（
改
正
物

流
法
）の
４
月
１
日
施
行
お
よ
び
、貨
物
自

動
車
運
送
事
業
法
施
行
規
則
等
に
お
い
て

所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う「
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
」が
１
月
31
日
に
公
布
さ
れ
た
。

関
東
運
輸
局
や
関
東
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
施
行
に
先
立
ち
、適
切
な
対
応
を
図
る
た

め
改
正
内
容
や
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
な

ど
に
新
た
に
課
せ
ら
れ
る
規
制
的
措
置
の

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、説
明
会
を
開
催
す
る
。

（
ผ
ܝ
ɾ
̒
໘
ࢀ
র
）



は
１
月
28
日
、
改
正

物
流
法
の
ࢪ
行
期
日
を
�
月

1
日
と
す
る

令
お
よ
び
必

要
な
ن
定
の

備
等
を
行
う


令
を
ֳ
ٞ
決
定
し
た
。
改

正
物
流
法
で
は
、
運
送
ܖ


締
݁
時
等
の
ॻ
໘
交
付
義

務
、
下

事
業
者
の
݈
全
な

事
業
運
営
֬
保
に
資
す
る
取

組（
݈
全
化
措
置
）を
行
う


力
義
務
、
࣮
運
送
体
制
管

理

の
࡞

・
保
ଘ
義
務
な

ど
に
つ
い
て
ن
定
さ
れ
て
い

る
。
ࢪ
行
ن
則
等
の
一
෦
改

正
で
は
、
ᶃ
運
送
ܖ

締
݁

時
等
に
交
付
す
る
ॻ
໘
へ
の

記
載
事
߲
、
ᶄ
運
送
ར
用
管

理
ن
ఔ
の
࡞

義
務
ٴ
び
運

送
ར
用
管
理
者
の
選
任
義
務

の
対
象
と
な
る
事
業
者
が
行

う
貨
物
自
動
車
ར
用
運
送
の

ن

、
ᶅ
࣮
運
送
体
制
管
理


の
࡞

対
象
と
な
る
貨
物

の
重
ྔ
の
下
限
Ổ
Ổ
な
ど
を

省
令
で
定
め
た
も
の
。

運
送
ܖ

締
݁
時
等
の
ॻ

໘
交
付
義
務
関
係
で
は
、
ॻ

໘
の
記
載
事
߲
と
し
て
、「
運

送
ܖ

の
当
事
者
の
ࢯ
໊
ຢ

は
໊
শ
ٴ
び
ॅ
所
」「
༗
料
道

路
の
通
行
に
係
る
料
金
、
೩

料
価
格
の
ม
動
に
伴
い

加

的
に
必
要
と
な
る
೩
料
අ
に

係
る
料
金
そ
の
ଞ
の
ಛ
ผ
に

生
ͣ
る
අ
用
に
係
る

料
金
」「
運
賃
ٴ
び
料

金
の
支
払
の
方
法
」

な
ど
と
し
た
。

݈
全
化
措
置
関
係

で
は
、
運
送
ར
用
管

理
ن
ఔ
を
定
め
、
運

送
ར
用
管
理
者
の
選

任
が
必
要
と
な
る
一

定
ن

以
上
の
貨
物

自
動
車
ར
用
運
送
を

行
う
貨
物
運
送
事
業

者
に
つ
い
て
、「
前

年
度
に
行
っ
た
貨
物

自
動
車
ར
用
運
送
に
係
る
貨

物
取
ѻ
ྔ
の
合
計
ྔ
を
１
０

０
万
Ἁ
以
上
」と
し
た
。

࣮
運
送
体
制
管
理

の
࡞


・
保
ଘ
義
務
関
係
で
は
、

ਅ
ՙ
主
か
ら
受
け
た
一
定
重

ྔ
以
上
の
貨
物
の
運
送
に
つ

い
て
、
ଞ
の
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
者
の
行
う
運
送
を
ར

用
し
た
時
に
࡞

が
必
要

と
な
る
が
、
下
限
の
重
ྔ
を

関
東
運
輸
ہ
は
２
月
20

日
、
国

交
通
省
・
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
と
の
共
࠵
に

よ
る「
改
正
物
流
法
に
関
す

る
આ
明
会
」
を
Φ
ン
ラ
イ
ン

（
マ
イ
ク
ロ
ι
フ
ト
ν
ー
ム

ズ
）で
開
࠵
す
る
。
時
間
は
、

ޕ
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で
。

対
象
は
、
関
東
管
内
の
ト
ラ

「
１
・
５
Ἁ
」と
定
め
た
。

国

交
通
省
で
は
、
改
正

物
流
法
に
つ
い
て
د
せ
ら
れ

た
問
い
合
わ
せ
を
中
心
に
̦

ˍ
̖
を
࡞

し
、
国
交
省
ϗ

ー
ム
ペ
ー
δ
で
公
ද
し
て
い

る
。
今
後
、
地
方
運
輸
ہ
ブ

ロ
ッ
ク
͝
と
に
改
正
物
流
法

に
関
す
る
આ
明
会
を
行
う
予

定
と
し
て
い
る
。

ッ
ク
運
送
事
業

者
。
ࢀ
加
අ
は

無
料
。

４
月
１
日
か
ら
ࢪ
行
さ
れ

る
改
正
物
流
法
の
改
正
内
容

や
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

な
ど
に
新
た
に
課
せ
ら
れ

る
、
ن
制
的
措
置
の
ポ
イ
ン

ト
を
આ
明
す
る
。
主
な
内
容

は
࣍
の
通
り
。

法
改
正
の
എ
景
、
概
要
、

ॻ
໘
交
付
の
義
務
化
、
࣮
運

送
体
制
管
理

・
下

情
報

通
知
、
݈
全
化
措
置
・
運
送

ར
用
管
理
ن
ఔ
・
運
送
ར
用

管
理
者
、
ՙ
待
ち
時
間
等
記


義
務
付
け
対
象
の
֦
大
、

̦
ˍ
̖
、
物
流
ޮ
率
化
の
た

め
の
ՙ
主
・
物
流
事
業
者
が

取
り
組
む
べ
き
措
置
や

அ

基
४
な
ど
。

定
員
は
１
０
０
０
人（
ઌ

ண
ॱ
、
定
員
に
な
り
࣍
ୈ
、

受
付
終
了
）。
締
め

り
は
、

２
月
17
日
。

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
所

ଐ
の
会
員
事
業
者
は
、
下
記

の
二
࣍
ݩ
コ
ー
ド
の
申
し
込

み
フ
Ỽ
ー
ム
か
ら
。

આ
明
会
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
は
、
関
運
ہ
自
動
車
交

通
෦
貨
物
課（
ὸ
０
４
５
・

２
１
１
・
７
２
４
８
）。

申
し
込
み
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
は
、
東
ト
ڠ
業
務
෦

交
通
・

ڥ
（̜
ὸ
03
・
３

３
５
９
・
６
２
５
７
）。

国

交
通

省
は
１
月
30

日
、
令
和
６

年
11
・
12
月

に
࣮
ࢪ
し
た

ト
ラ
ッ
ク
・

物
流
̜
メ
ン

に
よ
る「
ू

中

ࢹ
月
間
」
の
取
り
組
み

݁
Ռ
を
公
ද
し
た
。
そ
れ
に

よ
る
と
、同
月
間
中
、̔
主
・

ݩ

事
業
者
に
対
し
て
、
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
法
に
基

づ
く「
ק
ࠂ
」
を
２
件
行
っ

た
΄
か
、「
要

」
を
７
件
、

「
働
き
か
け
」
を
４
２
３
件
、

２
か
月
間
で
計
４
３
２
件
の

ੋ
正
指
導
を
࣮
ࢪ
し
た
。

ࡢ
年
11
月
に
体
制
֦
ॆ
し

た
ト
ラ
ッ
ク
・
物
流
̜
メ
ン

は
、
同
月
間
に
合
わ
せ
て
、


ݿ
事
業
者
や
関
係
ஂ
体
へ

の
ώ
ア
Ϧ
ン
ά
を
開
始
。
̜

メ
ン
ௐ
ࠪ
員
が
全
国
で
１
１

５
件
の
ҧ

原
Ҽ
行
ҝ
に
֘

当
す
る
と
ߟ
え
ら
れ
る
情
報

を
収
ू
し
、
運
輸
支
ہ
に
通

知
し
て
い
た
。

同
月
間
の
取
り
組
み
݁
Ռ

で
は
、
４
２
３
件
の「
働
き

か
け
」（
ՙ
主
３
０
４
件
・
ݩ


１
０
４
件・そ
の
ଞ
15
件
）

と
、７
件
の「
要

」（
ՙ
主

４
件
・
ݩ

２
件
・
そ
の
ଞ

１
件
）を
࣮
ࢪ
。

さ
ら
に
、過
ڈ
に「
要

」

を
行
っ
た
ՙ
主
等
の
う
ち
、

改
ળ
が
図
ら
れ
ͣ
、
ҧ

原

Ҽ
行
ҝ
を
し
て
い
る
こ
と
を

ٙ
う
に
足
り
る
相
当
な
理
༝

が
あ
る
と
し
て
、
ՙ
主
ử
٢



業
所（
ҧ

原
Ҽ
行
ҝ

ʗ

時
間
の
ՙ
待
ち
）と
、


ݿ
・
ར
用
運
送
ử
̣
̭
・

̣
̥
ロ
δ
ス
ς
ィ
ク
ス（
同

ʗ

時
間
の
ՙ
待
ち
）に
対

し
て
、「
ק
ࠂ
」
を
行
い
、
そ

の
ࢫ
を
公
ද
し
た
。

同
月
間
に
お
け
る
働
き
か

け
な
ど
の
࣮
ࢪ
件
数
は
月
平

均
２
１
６
件
と
、５
年
７
月

の
ト
ラ
ッ
ク
̜
メ
ン
発
足
前

（
月
平
均
１
・
８
件
）よ
り

大
෯
に
૿
加
し
た
。

ま
た
、
ト
ラ
ッ
ク
・
物
流

̜
メ
ン
の
ྦྷ
計
࣮

で
は
、

ק
ࠂ
４
件
、要

１
８
３
件
、

働
き
か
け
１
３
７
８
件
で
、

計
１
５
６
５
件
の
法
的
措
置

を
࣮
ࢪ
。
そ
の
主
な
ҧ


原
Ҽ
行
ҝ
は
、

時
間
の
ՙ

待
ち（
48
％
ܖ、（

に
な
い

ෟ
ଳ
業
務（
20
％
）、
運
賃
・

料
金
の
不
当
な
ਾ
置
き（
16

％
）、無
理
な
運
送
ґ
པ（
７

％
）、過
ੵ
載
運
送
の
指
示
・

容
認（
５
％
）、ҟ
ৗ
気
象
時

の
運
送
ґ
པ（
４
％
）と
な

っ
て
い
る
。

こ
れ
ら「
ק
ࠂ
」「
要

」

「
働
き
か
け
」
を
࣮
ࢪ
し
た

事
業
者
に
は
早
ٸ
な
ੋ
正
を

促
す
と
と
も
に
、
改
ળ
計
画

の
ఏ
出
を
指
示
。
今
後
、
ώ

ア
Ϧ
ン
ά
や
現
地
๚
問
な
ど

を
通
じ
て
フ
Ỽ
ロ
ー
ア
ッ
プ

を
行
い
、
改
ળ
が
図
ら
れ
な

い
場
合
、
さ
ら
な
る
法
的
措

置
の
࣮
ࢪ
を
ؚ
め
て
厳
正
に

対
ॲ
す
る
と
し
て
い
る
。

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
は

令
和
６
年
度
に
お
い
て
、
会

員
事
業
者
の
事
業
経
営
α
ポ

ー
ト
と
し
て
、ॿ

や
安
全・


ڥ
対
ࡦ
な
ど
各
種
支
援
ࡦ

を
࣮
ࢪ
し
て
お
り
、
年
度


ま
で
ॿ

事
業
の
申

を
受

け
付
け
て
い
る
。
信
用
保
証

料
の
ॿ

、

ڥ
性

༏
ྑ

ト
ラ
ッ
ク
導
入
ิ
ॿ
、
݈
߁


அ
受

ॿ

な
ど
一
෦
の

ॿ

制
度
は
申

受
付

を
終
了
し
て
い
る
が
、

ま
だ
活
用
で
き
る
制
度

も
ଟ
い
こ
と
か
ら
、
会

員
事
業
者
に
活
用
を

呼
び
か
け
て
い
る（
̎

໘
ʹ
ओ
ͳ
ॿ

੍

Ұ

ཡ
）２

０
２
４
年
問
題
へ

の
対
Ԡ
と
し
て
ਫ

ޭ

会

が
掲
げ
る「
ド
ラ

イ
バ
ー
フ
Ỹ
ー
ス
ト
」

を
࣮
ફ
す
る
た
め
、
݈

߁
ى
Ҽ
事
ނ
を

ࢭ

し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に


く
勤
続
し
て
も
ら
う
こ

と
を

的
に
、
年
度
్

中
か
ら「
݈
߁

அ
受


ॿ

」
を
１
人
２
０
０
０

円
に
ഒ
૿
し
た
。こ
の
΄
か
、

「

̢
̧
̞
݈

ॿ

」
で

は
、
ॿ

人
数
に
つ
い
て
こ

れ
ま
で
１
事
業
者
に
つ
き
東

ト
ڠ
届
出
車
両
台
数（
上
限

５
人
）を
、
制
限
な
し
と
し

た
。現

在
働
い
て
い
る
ド
ラ
イ

バ
ー
へ
の
α
ポ
ー
ト
だ
け

で
な
く
、
新
た
に
活
༂
す
る

ド
ラ
イ
バ
ー
の
た
め
、「
女

性
ド
ラ
イ
バ
ー
免
ڐ
取
得
ॿ


」
で
は
、
ॿ

対
象
者
を

１
会
員
事
業
者
当
た
り
２
人

の
人
数
制
限
を
ఫ
廃
し
、「
男

性
ド
ラ
イ
バ
ー
免
ڐ
取
得
ॿ


」
で
は
、
ॿ

対
象
者
を

１
会
員
事
業
者
当
た
り
５
人

に
֦
ॆ
し
て
い
る
。

ま
た
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
安

全
運
行
を
支
え
る
運
行
管
理

者
へ
の
α
ポ
ー
ト
と
し
て
、

「
運
行
管
理
者
一
般
講
習
受

講
料
ॿ

事
業
」
を
今
年
度

か
ら
新
た
に
開
始
し
た
΄

か
、「
自
動
点
呼
機
ث
導
入

促
進
ॿ

」
で
は
全
ト
ڠ
ॿ


に
合
わ
せ
て
、
東
ト
ڠ
ಠ

自
に
10
万
円（
上
限
）を
上

乗
せ
し
、
合
計
20
万
円
を
ॿ


し
て
い
る
。

「
安
全

置
等
導
入
促
進

ॿ

」
の
う
ち
、
呼
気
ਧ
き

込
み
式
ア
ル
コ
ー
ル
イ
ン
タ

ー
ロ
ッ
ク

置
へ
の
ॿ

で

は
、
東
ト
ಠ
自
に
１
台
当
た

り
４
万
円
を
ॿ

し
て
い
た

が
、
こ
れ
を
１
台
当
た
り
８

万
円
に
֦
ॆ
し
た
。

東
ト
ڠ
で
は
、
ॿ

制
度

だ
け
で
な
く
、
本
෦
や
支
෦

で
様
ʑ
な
ς
ー
マ
の
講
習
会

や
セ
ϛ
φ
ー
を
開
࠵
し
て
い

関
す
る
情
報
を
は
じ
め
、



や
東
京
都
・
各
۠
市
ொ
ଜ

の
ॿ

金
・
ิ
ॿ
金
な
ど
、

会
員
事
業
者
に

立
つ
各

種
情
報
に
つ
い
て
は
、
東
ト

ڠ
ϗ
ー
ム
ペ
ー
δ
や
̵
̰
̲

̴
̱
̾
̾
̺
公
式
ア
Χ

ン

ト
、
機
関
』ࢴ
東
京
都
ト
ラ

ッ
ク
時
報
』
な
ど
を
通
じ
て

情
報
を
発
信
し
て
い
る
。

る
΄
か
、
働
き
方
改
ֵ

へ
の
対
Ԡ
な
ど
、
労
務

問
題
に
関
す
る
相
ஊ
に

無
料
で
Ԡ
じ
る
相
ஊ
૭

ޱ
の
設
置
、

ར
ް
生

対
ࡦ
の
一

と
し
て
、

会
員
事
業
所
の
従
業
員

と
そ
の
Ո

が
ར
用
で

き
る
無
料
の
電
話
݈
߁

相
ஊ
૭
ޱ
の
設
置
、
お

よ
び
ス
マ
ー
ト
フ
Ỽ
ン

ア
プ
Ϧ
の
ఏ
ڙ
、
保
養

所
・
レ
δ
Ỿ
ー
ࢪ
設
と

の
ܖ

を
行
う
な
ど
、

会
員
α
ー
ビ
ス
の
向
上

に

め
て
い
る
。

こ
う
し
た
東
ト
ڠ
の

支
援
ࡦ
や
α
ー
ビ
ス
に

Ӄຊ会ٞͰՄܾ・ٞࢀ （ཱྩ̒̐月）

ೋݩ࣍ίーυ

６年ॿのਃडத
·ͩؒに߹͏੍ͷ׆༻Λ౦τڠ

τϥοΫɾ物流̜ϝϯ
「ूத݄ؒࢹ」

国交省

ಇ
͖
か
͚
ͳ
Ͳ
４
̏
̎
݅

ՙ
ओ
・
ݩ

̎
ࣾ
に
ק
ࠂ

改
正
物
流
法
４
月
１
日
施
行

ࢪ
ߦ
ن
ଇ

ͷ
Ұ
෦
を
改
ਖ਼

ܖ

࣌
ॻ
໘
ަ

ỏ࣮
ӡ
ૹ
ମ
੍

ཧ

ͳ
Ͳ
ٛ

Խ

վ
ਖ਼

ྲྀ
๏
આ
໌
ձ
を
։
࠵

ؔ
ӡ
ہ

ਃ
ࠐ
̎
݄
1þ

·
Ͱ
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Π
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ୈ1�14号 ̎̌ ̎̑ ʢྩ̓ʣ̎ ݄1� （ � ）ಛ ू

ɹɹ༰ ॿ金額ɾརิࢠ給 උɹɹߟ

信用保証料の助成 ඞཁอূྉの支払い
を͠たの̎の̍

ηʔϑςΟωοτอূ
� 上ݶ �00000ԁ
ܹਙؔࡂ࿈อূ
� 上ݶ 400000ԁ
※適用期間
　令和７年2月28日まで

問い合わせ先  財務部交付金会計Ｇ ☎03-3359-4136

省エネ対策用機器等導入補助

ΤίυϥΠϒཧγεςϜ（&.4）
用ंثࡌ ̍たΓ 10000ԁ

&.4と%3を合わͤͯ
ثࡌ15·でυϥΠϒϨίʔμʔ（%3）用ंऀۀࣄ̍

（ඪ४ܕɾӡߦཧ࿈ܕܞ） ̍たΓ 10000ԁ

ΞΠυϦϯάετοϓ支ԉثػ
（Ϛοτ）

ೖ金額の̎の̍ߪ
（上10ݶ000ԁ）

ങいऔΓ
のΈ

ऀۀࣄ̍
５·でΞΠυϦϯάετοϓ支ԉثػ

（��ΤΞώʔλɾंࡌόοςϦʔࣜ）ྫྷஔ
ೖ金額の̎の̍ߪ
（上60ݶ000ԁ）

ങいऔΓ
·た
Ϧʔε

λΠϠ（ϦτϨουλΠϠ）ڥ ೖ金額の̎の̍ߪ
（上50ݶ000ԁ）

ਃのΈ̍ऀۀࣄ̍
ങいऔΓ·たτʔλ
ϧύοέʔδϓϥϯ

問い合わせ先  業務部交通・環境Ｇ「環境対策窓口」☎03−3359−3617

　　　　　　安全装置等導入促進助成

֬ೝ支ԉஔࢹํޙ
（όοΫΞΠΧϝϥ）

औಘՁ֨の̎の̍
（上�0ݶ000ԁ）
（྆ஔҰମܕ
上40ݶ000ԁ） ౦τڠಧग़ं྆·で

（上�0ݶ）

˞̍   アルコールインター
ロック装置の東ト協
独自助成は届出車両
数（上限５台）まで

˞�  Gマーク認定事業所
が対象

˞̏   １事業所１台のみ

ଆํࢹ֬ೝ支ԉஔ
（αΠυϏϡʔΧϝϥ）

ଆํিಥܯࢹใஔ औಘՁ֨の̎の̍
（上100ݶ000ԁ）

ΈࣜΞϧίʔϧΠϯλʔࠐਧ͖ؾݺ
ϩοΫஔ

औಘՁ֨の̎の̍
（上ݶ �0000ԁ）

ɹɹɹ 1たΓ
ɹɹɹ 上�0ݶ000ԁ ˞1

ݺ͏ߦ用͠たԕִで׆をثػ5*
に用͢るܞଳܕΞϧίʔϧݕث

औಘՁ֨の̎の̍
ɹ（上�0ݶ000ԁ）˞ �

ʮ600/ŋNʯ以上のకΊ付͚ྗを
༗͢るେंܕ用τϧΫɾϨϯν

（��ࣗ ΠϯύΫτϨϯνをؚΉܕτϧΫɾϨϯν、τϧΫηο）λʔܕཱ

औಘՁ֨の̎の̍
ɹ（上�0ݶ000ԁ）˞ ̏

自動点呼機器導入促進助成

ɹɹɹ 1たΓ
ɹɹɹ 上100ݶ000ԁ
ɹɹɹ 1たΓ
ɹɹɹ 上100ݶ000ԁ

1·でऀۀࣄ1
(ϚʔΫೝ定ۀࣄॴ
̎·で
தখऀۀاにݶる

運転者適性診断受診助成 ̍ਓたΓ �000ԁ ॳɾద齢அ͔Βબ


運転記録証明書交付料助成 ̍ਓたΓ�� �670ԁ ౦τڠಧग़ं྆·で
（上�0ݶਓ）

運行管理者一般講習受講料助成 ̍ਓたΓ ��00ԁ ౦τڠಧग़ं྆·で
（上10ݶਓ）

　　　　　　ドライバー等安全教育訓練促進助成

Ұൠݚम ̍ਓたΓ 10000ԁ ಛ定ɾࢦ定ݚमࢪ設で
のݚमをडߨ
मݚ10ਓ·でಛผऀۀࣄ̍

डߨྉの７ׂ

（(ϚʔΫೝ定ۀࣄॴ）શ額ิॿ

　　　　　　若年ドライバー確保のための運転免許取得支援助成

ಛྫڭश डߨඅ用の̏の̍
（上100ݶ000ԁ） ऀۀࣄ̍

� �00000ԁ·で

  ＊1・2とのซ用Մ
४தܕ（৽نऔಘ） ̍ਓたΓ 40000ԁ

४தܕ（5τϯݶ定ղআ） ̍ਓたΓ �5000ԁ

問い合わせ先  業務部交通・環境Ｇ ☎03−3359−3618

શτڠऔ࣍

౦τڠ
ಠɹࣗ

શτڠ
औɹ࣍

౦τڠ
ಠɹࣗ

શτڠऔ࣍

શτڠऔ࣍

ɹɹ༰ ॿ金額ɾརิࢠ給 උɹɹߟ

女性ドライバー免許取得助成 ＊1

େܕ（৽نऔಘ） औಘՁ֨の̏の̎
（上�67ݶ000ԁ）

ݶのਓ੍ऀۀࣄ̍
な͠
தখऀۀاにݶる

தܕ（৽نऔಘɾݶ定ղআ） औಘՁ֨の̏の̎
（上1�0ݶ000ԁ）

४தܕ（৽نऔಘɾݶ定ղআ） औಘՁ֨の̏の̎
（上�67ݶ000ԁ）

男性ドライバー免許取得助成 ＊2

େܕɾதܕɾ४தܕ（৽نऔಘ） 上50ݶ000ԁ ５ਓ·でऀۀࣄ̍
தখऀۀاにݶるதܕɾ४தܕ（ݶ定ղআ） 上�0ݶ000ԁ

健康診断受診助成 ̍ਓたΓ 2,000円 ౦τڠಧग़ं྆·で
（上�0ݶਓ）

　　　　　　血圧計導入促進助成 औಘՁ֨の̎の̍
（上50ݶ000ԁ） தখऀۀاにݶる

脳MRI健診助成

（��40歳以上かつ過去２年に助成を）受けてないドライバーに限る
̍ਓたΓ 10000ԁ

ݶのਓ੍ऀۀࣄ̍
な͠
தখऀۀاにݶる

　　　　　　「働きやすい職場認証制度」認証取得費助成 ＊3

Ұͭ৽نɾೋͭ৽ن 上�0ݶ000ԁ

＊4とのซ用ՄҰͭ継続ɾೋͭ継続 上�0ݶ000ԁ

（ಉҐೝূ継続）ن৽ͭࡾ 上50ݶ000ԁ

　　　　　　「働きやすい職場認証制度」認証取得費助成 ＊4

Ұͭ৽ن 上50ݶ000ԁ
ෳのۀࣄॴをਃ
͢る合、̎ ॴۀࣄ
͔Β̍ۀࣄॴたΓ
5000ԁ
� （上100ݶ000ԁ）

＊3とのซ用Մ
Ұͭ継続 上40ݶ000ԁ

労務相談申し込み ૬ஊඅ用ڠձෛ୲ɻबنۀଇの࡞をґཔ͢
るなͲ、૬ஊ以֎のඅ用、ਃऀࠐෛ୲

問い合わせ先  業務部交通・環境Ｇ ☎03−3359−6257

　　　　　　経営診断・経営改善支援・運賃交渉支援

εςοϓ （Ӧஅܦ̍）
�0000ԁ（100000ԁ）

ʴ
上50ݶ000ԁ

அ࢜のཱྀඅަ௨අ

※Gマークは申請時に　
取得していること　

※Gマーク認定事業者は
カッコ内の助成金額

εςοϓ （Ӧվળ支ԉܦ̎）
1�0000ԁ（1�0000ԁ）

ʴ
上50ݶ000ԁ

அ࢜のཱྀඅަ௨අ

εςοϓ （̏ӡ賃ަব支ԉ）

�0000ԁʗ̍ 
（�0000ԁʗ̍）

*最大４日
ʴ

上50ݶ000ԁ
அ࢜のཱྀඅަ௨අ

　　　　　　インターンシップ導入促進支援

ड͚ೖれظ間̏間 �0000ԁ ճのΈ̍ऀۀࣄ̍
ड͚ೖれظ間ಉҰֶ
ੜにର͢るड͚ೖれظ
間と͢る
ॿ額ड͚ೖれਓ
に͔͔わΒͣهࠨの௨Γ

ड͚ೖれظ間̐間 110000ԁ

ड͚ೖれظ間５間以上 1�0000ԁ

問い合わせ先  総務部広報・情報Ｇ ☎03−3359−4134

中小企業大学校講座受講促進助成制度 ରの࠲ߨडߨྉの
̏の̎ தখऀۀاにݶる

問い合わせ先  業務部教育研修・輸送Ｇ ☎03−3359−4137

グリーン・エコプロジェクト（GEP）参加費用補助

άϦʔϯɾΤίϓϩδΣΫτ（(&1）
Ճඅ用ิॿࢀ

ʲڠձෛ୲ʳ
̍たΓ 15000ԁ

ʦࢉʧ
ଇ、શं྆ิॿݪ

άϦʔϯɾΤίϓϩδΣΫτ（(&1）
ηϛφʔิॿ ̍ճたΓ�� �000ԁ

グリーン・エコプロジェクト（GEP）インセンティブ補助

άϦʔϯܦӦೝূऔಘଅਐิॿ �0000ԁ ৽نɾߋ৽ೝূొ࣌
※都内１事業所のみ

༏ྑंಋೖੑڥ
ଅਐิॿ

খɹܕ ̍たΓ�� �0000ԁ
５͘͠ऀۀࣄ̍
�00000ԁ·でதɹܕ ̍たΓ�� 60000ԁ

େɹܕ ̍たΓ 100000ԁ

問い合わせ先  グリーン・エコプロジェクト事務局 ☎03-3359-6670

શτڠऔ࣍

શτڠऔ࣍

౦τڠಠࣗ

શτڠऔ࣍

શτڠऔ࣍

締切迫る!!
（令和７年２月10日現在）

東ト協の
主な助成・融資
制度一覧
※�各種助成・融資制度の詳細については、東ト協ホーム
ページ（二次元コード）の各案内をご覧いただくか、各
問い合わせ先へ電話でお尋ねください。

ྩ̒



ୈ1�14号̎̌ ̎̑ ʢྩ̓ʣ̎ ݄1�（ � ） ܦ Ӧ

本　社　03-5727-1600（担当・青木）
高島平　03-6906-5960（担当・磯田）

ɹӡૹۀքͰ.�"ʢ߹ซͱങऩʣಉҙ
ͳ͖50#ʢެࣜג։ങ͚ʣͳͲͷಈ͖͕׆
ൃԽͯ͠ ͖ͨɻதখؒऀۀࣄͷ.�"Ͱޙ
ͷؒۀاΔɻ·ͨɺେख͋ʹܠഎऀܧ
50#Ͱޙࠓͷۀاઓུ͕ಈػʹͳ͍ͬͯ
Δɻ͜ Ε͔Βʮ৽ྲྀ�๏ʯ͕ Εͯ͘͞ߦࢪ Δ͕ɺ
Β͞ʹਓݮޱগʹ͏ࠃͷྲྀࢢॖখԼ
Ͱͷۀاઓུඞཁͩɻ ͱͨ͑ ɺ̔ ओۀا
ͷಉۀछҟۀछؒ ΑʹΔྲྀڞಉԽͳͲ
ͷมԽࢢྲྀ ʹରԠ͠ͳ͚ΕͳΒͳ͍ɻ

ࡢ
年
１
月
に
資
本
金
３
０

０
万
円
の
新
会
社
が
設
立
さ

れ
た
。
い
ͣ
れ
も
東
京
都
ト

ラ
ッ
ク
ڠ
会
会
員
の
５
社
が

60
万
円
ͣ
つ
出
資
し
て
設
立

し
た
株
式
会
社
で
、
ࡢ
年
Ն

に
貨
物
ར
用
運
送
事
業
ڐ
Մ

を
取
得
し
て
い
る
。

５
社
の
社

の
中
に
は
東

ト
ڠ
の
物
流
経
営
࢜
資
格
認

定
講
࠲
で
一
ॹ
だ
っ
た
人
な

ど
も
い
る
が
、５
人
全
員
の

共
通
の
つ
な
が
り
は
な
か
っ

た
。
だ
が「
こ
れ
か
ら
は
事

業

ڥ
が
大
き
く
ม
化
し
て

く
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
５

年
後
、
10
年
後
に
উ
ち

っ

て
い
く
に
は
、
各
社
が
୯
ಠ

で
は
な
く
、
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

に
よ
っ
て
状
گ
ม
化
に
対
Ԡ

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
」
と

ま
た
、
企
業
の
ブ
ラ
ン
デ

ィ
ン
ά
で
は
新
会
社
を
最
大

限
活
用
で
き
る
。
た
と
え
ば

「
ʓ
ʓ
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
メ
ン

バ
ー
˚
˚
運
輸
」
と
い
っ
た

呼
শ
や
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
Χ
ラ

ー
、
ロ
ΰ
の
౷
一
な
ど
で
あ

る
。東

ト
ڠ
会
員
が
中
心
に
な

り
、
中
小
事
業
者
８
社
で
ར

用
運
送
の
会
社
を
３
年
前
に

設
立
し
た
ྫ
も
あ
る
。
共
通

ՙ
主
の

事
を
し
て
い
る
事

業
者
な
の
で
、
新
ن
ՙ
主
開


を

的
と
し
た
ア
ラ
イ
ア

ン
ス
だ
。

い
ͣ
れ
に
し
て
も
今
後
は

ՙ
主
企
業
、
運
送
事
業
者
と

も
に
大
き
く
ม
化
し
て
い

く
。
そ
の
よ
う
な
中
で
উ
ち


っ
て
い
く
に
は
企
業
ઓ
ུ

が
必
要
で
、
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

は
そ
の
一
方
ࡦ
で
あ
る
。

（

ྲྀ
δ
Ỿ
ồ
φ
Ϧ
ε
τ


ా

࢜

）

い
う
ߟ
え
方
で
共
通
し
て
い

た
。そ

の
共
通
認
識
を
具
体
的

な
形
に
す
る
た
め
に
、
話
し

合
い
を
始
め
た
の
は
一
ࡢ
年

か
ら
で
あ
る
。
ア
ラ
イ
ア
ン

ス
の
あ
り
方
と
し
て
は
ڠ
同

組
合
方
式
や
、
ϗ
ー
ル
デ
ィ

ン
ά
ス（
̝
̙
）に
し
て
各

社
は
̝
̙
ࡿ
下
の
事
業
会
社

に
な
る
方
式
な
ど
も
ݕ
౼
し

た
と
い
う
。
だ
が
、
い
ͣ
れ

も
一

一
短
が
あ
る
。

５
人
の
中
に
は
̢
ˍ
̖
を

ߟ
え
て
い
た
社

も
い
る

し
、
ক
དྷ
的
に
は
企
業
合
併

し
て
も
よ
い
と
い
う
経
営
者

も
い
る
。
だ
が
、
ক
དྷ
の
こ

と
は
共
同
事
業
を
し
な
が
ら

状
گ
の
ม
化
も
౿
ま
え
て
ߟ

え
て
い
け
ば
よ
い
。
そ
こ
で

か
ら
共
同
事
業
を
進
め
、５

年
後
、
10
年
後
を
ݟ
ਾ
え
な

が
ら
事
業
展
開
し
て
い
く
。

５
社
は
そ
れ
ぞ
れ
取
り
ѻ

っ
て
い
る
ՙ
物
の
種
ྨ
が
ҧ

う
。
そ
こ
で
当
໘
は
、「
ՙ

物
や
ڑ
離
を
相
ޓ
に
༥
通
す

る
」。ま
「ͣ
ՙ
物
」の
༥
通
で

は
、
各
社
の
得
手
不
得
手
を

相
ޓ
ิ

す
る
。
た
と
え
ば

自
社
が
取
り
ѻ
っ
て
い
な
い

ՙ
物
の
引
き
合
い
が
き
て
も

従
དྷ
は
அ
っ
て
い
た
が
、
こ

れ
か
ら
は
そ
の
ՙ
物
を
得
意

と
し
て
い
る
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

メ
ン
バ
ー
に

հ
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
、「
ڑ
離
」

の
༥
通
で
は
、
新
ن
の
取
引

を
開

し
て
物
流
ڌ
点
な
ど

が
必
要
に
な
っ
た
場
合
、
最

適
な
立
地
に
あ
る
メ
ン
バ
ー

の
既
ଘ
ࢪ
設
を
活
用
す
れ
ば

新
ن

資
を
最
小
限
に

え

る
こ
と
が
Մ

に
な
る
。

５
社
を
୯
७
合
計
す
る
と

保
༗
車
両
数
は
３
０
０
台
以

上
、
従
業
員
数
は
パ
ー
ト
を

除
い
て
も
５
０
０
人
に
な

る
。
こ
の
ス
έ
ー
ル
メ
Ϧ
ッ

ト
を
い
か
す
こ
と
は
す
͙
に

で
も
Մ

だ
。
た
と
え
ば
従

業
員
教
育
で
は
、̴
ラ
ー
χ

ン
ά
の
教
育
γ
ス
ς
ム
を
新

会
社
で
ܖ

す
る
こ
と
も
で

き
る
。
あ
る
い
は
、
深
ࠁ
な

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
の
中
で
ื

ू

ࠂ
に
か
け
る
අ
用
が
ଟ

額
に
な
っ
て
い
る
が
、
求
人

ഔ
体
と
の
ܖ

૭
ޱ
を
新
会

社
に
一
本
化
す
る
こ
と
で
、

ื
ू
අ
用
を
安
く
す
る
こ
と

も
ߟ
え
ら
れ
る
。
車
両
ߪ
入

や
೩
料
の

入
れ
、そ
の
ଞ
、

各
種
資
ࡐ
の
ߪ
入
な
ど
も
共

同
化
で
き
れ
ば
よ
い
が
、
そ

れ
ぞ
れ

年
の
取
引
関
係
が

あ
る
。
そ
の
た
め
共
同
ߪ
入

は
す
͙
に
は
無
理
だ
が
、
ক

དྷ
的
に
は
ݕ
౼
課
題
に
な
る

だ
ろ
う
。

当
໘
は
各
社
の
ಠ
自
性
を
い

か
し
た
形
で
の
事
業
展
開
を

༏
ઌ
し
、
そ
れ
を
α
ポ
ー
ト

す
る
よ
う
な
会
社
を
設
立
す

る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
よ
う

に
当
໘
は
؇
や
か
な
ア
ラ
イ

ア
ン
ス
で
、
Մ

な
と
こ
ろ

会員で始まる企業連携の動き

「持続可能な企業戦略」が必要

த
খ
Ξ
ϥ
Π
Ξ
ϯ
ε
ͷ
Մ

ੑ

国

交
通
省
は
、
令
和
５

年
度
ิ
正
予
算
に
よ
る「
中

小
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
向
け
ς

ー
ル
ή
ー
ト
Ϧ
フ
タ
ー
等
導

入
等
支
援
事
業
」
の
２
࣍
公

ื
を
࣮
ࢪ
し
て
い
る
。

こ
れ
に
伴
い
、
ࣥ
行
ஂ
体

の
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
で

１
月
24
日
か
ら
ิ
ॿ
金
申


の
受
付
を
行
っ

て
い
る
。
受
付

期
間
は
２
月
21

日
ま
で（
ઌ
ண

ॱ
、
予
算
額
を


過
し
た
場
合

は
受
付
終
了
）。

申

資
格
は
、
中
小
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者（
資
本
金

３
ԯ
円
以
下
ま
た
は
従
業
員

数
３
０
０
人
以
下
）で
、
事

業
者
全
体
に
お
け
る
事
業
用

ト
ラ
ッ
ク
の
保
༗
車
両
数
が

５
両
以
上
か
つ
、「
ϗ
ワ
イ

ト
物
流
」
ਪ
進
運
動
の
自
主

行
動
એ
言
、「
働
き
や
す
い

職
場
認
証
制
度
」
の
認
証
取

得
、「
パ
ー
ト
φ
ー
γ
ッ
プ

ߏ
築
એ
言
」
の
い
ͣ
れ
か
を

行
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
。

１
࣍
ื
ू
時
に
申

を
行

い
、
交
付
決
定
を
受
け
た
も

の
と
同
じ
事
業
へ
の
申

は

ト
等
管
理
γ
ス
ς
ム
、
ᶋ
配

車
計
画
γ
ス
ς
ム
、
ᶌ
求
貨

求
車
γ
ス
ς
ム
、
ᶍ
運
行
・

労
務
管
理
γ
ス
ς
ム
、
ᶎ
ܖ


ॻ
電
子
化
γ
ス
ς
ム
、
ᶏ

車
両
動
態
管
理
γ
ス
ς
ム

˜
ิ
ॿ
額
ử
ᶇ
～
ᶎ
各
γ

ス
ς
ム
の
導
入
අ
の
２
分
の

１
ʗ
１
事
業
者
当
た
り
上
限

24
万
円
、
ෳ
数
γ
ス
ς
ム
の

導
入
Մ
、
ᶏ
導
入
に
係
る
デ

δ
タ
ル
タ
コ
ά
ラ
フ
導
入
අ

の
２
分
の
１（
１
台
当
た
り

上
限
12
万
円
ʗ
１
事
業
者
当

た
り
10
台
ま
で
）

ợ
経
営
ྗ
強
化
ࣄ
ۀ
Ụ

˜
ิ
ॿ
対
象
ử
ᶐ
原
価
管

理
γ
ス
ς
ム
、
ᶑ
̢
ˍ
̖
・

事
業
ঝ
継

˜
ิ
ॿ
額
ử
ᶐ
導
入
අ
の

２
分
の
１
ʗ
１
事
業
者
当
た

り
６
万
円
、
ᶑ
経
අ
の
６
分

の
１
ʗ
１
事
業
者
当
た
り
上

限
50
万
円

ợ
ਓ
材
֬
อ
ɾ
ҭ

ࣄ
ۀ
Ụ

˜
ิ
ॿ
対
象
ử
ᶒ
人
ࡐ
採

用
活
動
、ᶓ
人
ࡐ
育

活
動
、

ᶔ
大
ܕ
免
ڐ
、
け
ん
引
免
ڐ

お
よ
び
フ
Ỽ
ー
ク
Ϧ
フ
ト
運

転
資
格

˜
ิ
ॿ
額
ử
ᶒ
ᶓ
活
動
අ

の
２
分
の
１
ʗ
１
事
業
者
当

た
り
上
限
15
万
円
、ᶔ
免
・ڐ

資
格
取
得
අ
の
２
分
の
１
ʗ

１
事
業
者
当
た
り
上
限
15
万

円
申

方
法
は
、
全
ト
ڠ
に



༣
送
す
る（
ॻ
ཹ
༣
ศ・

レ
タ
ー
パ
ッ
ク
に
限
る
）。

ৄ
ࡉ
は
、
全
ト
ڠ
ϗ
ー
ム

ペ
ー
δ
ࢀ
র
。

で
き
な
い
。

ิ
ॿ
予
算
額
は


10
ԯ
円
。
対

象
事
業（
ᶃ
～
ᶔ
）

と
ิ
ॿ
額
な
ど
は

࣍
の
通
り
。

ợ
ं
྆
の
ޮ

化
ઃ
උ
の
ಋ

ೖ

ࣄ
ۀ
Ụ

˜
ิ
ॿ
対
象
ử
ᶃ
ς
ー
ル

ή
ー
ト
Ϧ
フ
タ
ー
、
ᶄ
ト
ラ

ッ
ク

載
ܕ
ク
レ
ー
ン
、
ᶅ

ト
ラ
ッ
ク

載
用
２
ஈ
ੵ
み

デ
ッ
Ω
、
ᶆ

度
制
限

置

の
機

改
म

˜
ิ
ॿ
額
ử
ᶃ
導
入
අ
の

６
分
の
１
ʗ
１
台
当
た
り
10

万
円（
ア
ー
ム
式・ਨ

式
）、

20
万
円（
後
෦
格
ೲ
式
・
চ

下
格
ೲ
式
）、
ᶄ
導
入
අ
の

６
分
の
１
ʗ
１
台
当
た
り
70

万
円（
大
ܕ
）、
60
万
円（
中

中
小
企
業
ி
は
１

月
21
日
、
ࡢ
年
９
月

に
࣮
ࢪ
し
た「
価
格

交
ব
促
進
月
間
」
フ

Ỽ
ロ
ー
ア
ッ
プ
ௐ
ࠪ

݁
Ռ
に
基
づ
き
、
発


ଆ
企
業
͝
と
に
受


ଆ
中
小
企
業
か
ら

の
回

状
گ
を

理

し
た「
企
業
Ϧ
ス
ト
」

を
公
ද
し
た
。

フ
Ỽ
ロ
ー
ア
ッ
プ

ௐ
ࠪ
で
10
社
以
上

の
受

ଆ
中
小
企
業

（
回

者
）か
ら
、
主

要
な
取
引
ઌ
と
し
て
ڍ
げ
ら

れ
た
発

ଆ
企
業
２
１
１
社

な
ど
に
つ
い
て
、
価
格
交
ব

と
価
格
転
Շ
に
関
す
る
回


状
گ
を

理
・
点
数
化
し
、

発

ଆ
企
業
͝
と
に
そ
の
平

均
値
を
算
出
し
、
発

ଆ
企

業
͝
と
に
ア（
７
点
以
上
）、

イ（
７
点
未
満
４
点
以
上
）、

（
４
点
未
満
０
点
以
上
）、

Τ（
０
点
未
満
）の
４
۠
分

に
分
ྨ
・

理
し
た
も
の
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
発

企

業
と
の
価
格
交
ব
で
は
ア
の

ラ
ン
ク
が
全
体
の

66
％
と

前
回
ௐ
（ࠪ
ࡢ
年
３
月
）よ

り
֦
大
。
Τ
の
ラ
ン
ク
が
３

社
あ
っ
た
。
ま
た
、
価
格
転

Շ
に
つ
い
て
は
、
ア
の
ラ
ン

ク
が

14
％
、

の
ラ
ン
ク

が

20
％
と
な
っ
て
い
る
。

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
大

手
に
関
し
て
は（
法
人

൪
߸
ॱ
、
Χ
ッ
コ
内
は

ް
生
労
働
省
は
１
月
１
日

か
ら
、
労
働
安
全
Ӵ
生
関
係

の
一
෦
の
手
続
き
の
電
子
申


を
義
務
化
し
て
い
る
。
電

子
申

が
原
則
義
務
化
さ
れ

た
の
は
、
労
働
者
ࢮ
ই
ප
報

ࠂ
、
૯
括
安
全
Ӵ
生
管
理
者

ʗ
安
全
管
理
者
ʗ
Ӵ
生
管
理

者
ʗ
産
業
医
の
選
任
報
ࠂ
、

定
期
݈
߁

அ
݁
Ռ
報
ࠂ
、

心
理
的
な
ෛ
୲
の
ఔ
度
を


Ѳ
す
る
た
め
の
ݕ
ࠪ
݁
Ռ
等

報
ࠂ
、
༗
害
な
業
務
に
係
る

ࣃ
Պ
݈
߁

அ
݁
Ռ
報
ࠂ
ʗ

༗
機
༹
ࡎ
等
݈
߁

அ
݁
Ռ

報
ࠂ
、
じ
ん
ഏ
݈
߁
管
理
࣮

ࢪ
状
گ
報
ࠂ
Ổ
Ổ
と
な
っ
て

い
る
。

ま
た
、
足
場
ʗ
ہ
所
ഉ
気


置
等
の
設
置
・
Ҡ
転
・
ม

ߋ
届（
労
働

安
全
Ӵ
生
法

ୈ
88

に
基

づ
く
届
出
）、
ಛ
定
化
ֶ
物

質
な
ど
各
種
ಛ
घ
݈
߁

அ

݁
Ռ
報
ࠂ
、
ಛ
定
ݩ
方
事
業

者
の
事
業
開
始
報
ࠂ
な
ど
も

電
子
申

が
Մ

と
な
っ
て

い
る
。

同
省
で
は
、
電
子
申

を

ར
用
す
る
こ
と
で
、
労
働
基

४

ಜ
ॺ
へ
དྷ
ॺ
せ
ͣ
に
手

続
き
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、

ར
用
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

電
子
申

の
ৄ
ࡉ
は
、
ࠨ

記
の
二
࣍
ݩ
コ
ー
ド
よ
り
ް

労
省
ϗ
ー
ム
ペ
ー
δ
を
ࢀ
র
。

交
ব
・
転
Շ
の
ラ
ン
ク
）、

Ϡ
マ
ト
運
輸（
イ
・

）、日

本
༣
ศ（

・

）、日
本
通

運（
イ・
）、西
ೱ
運
輸（
・


）、
ࠤ

ٸ
ศ（
ア
・

）

だ
っ
た
。

こ
の
企
業
Ϧ
ス
ト
は
、
あ

く
ま
で
フ
Ỽ
ロ
ー
ア
ッ
プ
ௐ

ࠪ
݁
Ռ
に
基
づ
く
も
の
で
、

各
発

ଆ
企
業
が
行
っ
て
い

る
全
て
の
価
格
交
ব
・
転
Շ

の
状
گ
を

ཏ
的
に

理
し

た
も
の
で
は
な
い
が
、
コ
ス

ト
上
昇
分
の
転
Շ
促
進
に
向

け
て
、
発

ଆ
企
業
が
自
発

的
に
取
引
׳
行
の
改
ળ
を
進

め
る
こ
と
を

的
と
し
て
公

ද
し
て
い
る
。

ܕ
）、50
万
円（
小
ܕ
）、ᶅ
導

入
අ
の
６
分
の
１
ʗ
デ
ッ
Ω

１
基
に
つ
き
６
万
円（
１
台

当
た
り
上
限
18
万
円
、
最
大

車
両
５
台
分
90
万
円
ま
で
）、

ᶆ
導
入
අ
の
６
分
の
１
ʗ
１

台
当
た
り
４
万
３
８
０
０
円

˞
１
事
業
者
に
つ
き
１
台
。

た
だ
し
、
ᶃ
～
ᶆ
は
̜
マ
ー

ク
取
得
事
業
者
３
台
、「
ϗ

ワ
イ
ト
物
流
」
ਪ
進
運
動
の

自
主
行
動
એ
言
、「
働
き
や

す
い
職
場
認
証
制
度
」
の
認

証
取
得
、「
パ
ー
ト
φ
ー
γ

ッ
プ
ߏ
築
એ
言
」
を
行
っ
て

い
る
事
業
者
は
２
台

ợ
ۀ
務
ޮ

化
ࣄ
ۀ
Ụ

˜
ิ
ॿ
対
象
ử
ᶇ
予

受

付
γ
ス
ς
ム
、
ᶈ
̖
̨
̣
γ

ス
ς
ム
、
ᶉ
受

情
報
事
前

֬
認
γ
ス
ς
ム
、
ᶊ
パ
レ
ッ

ࠃ
ަ
省

த
খ
τ
ϥ
ỽ
Ϋ
ࣄ
業
ऀ

͚

ς
ồ
ϧ
ή
ồ
τ
Ϧ
ϑ
λ
ồ


ಋ
ೖ

ࢧ
ԉ
ࣄ
ۀ
̎
࣍
ެ
ื

全ト協受付
݄̎2�·Ͱ

ް࿑省

࿑
ಇ
安
શ
Ӵ
ੜ
ؔ

ख
ଓ

ి
ࢠ
ਃ

を
Ұ
෦
ٛ

Խ

த
ا
ி

̒

̕
݄
Ձ
֨
ަ
ব
݄
ؒ

ϑ
Ỽ
ϩ
ồ
Ξ
ỽ
ϓ
ௐ
ࠪ

ަবɾసՇঢ়ۀاگϦετΛެද

ೋݩ࣍ίーυ
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ừ
̍
݄
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Ỗ
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Ử

ừ
̎
݄
16
Ỗ
28

Ử

ླ



ੜ
）ࢯ
෬
ݟ
運

送
代
ද
取
締
・ଟ
ຎ
支
෦
）

１
月
15
日
、
ഏ
Ԍ
の
た
め
ࢮ

ڈ
。
82
歳
。
通

・
ࠂ
ผ
式

は
19
日
、
親

と
従
業
員
で

ࣥ
り
行
っ
た
。

øý


ւ
上
コ
ン
ς
φ
ઐ


෦
会
業
務
ҕ
員
会

øþ


正
෭
会

会
˜
理
事

会
˜
東
京
ト
ラ
ッ
ク
業
ք

新
年
交

会

ù÷


మ
߯
ઐ

෦
会
新
年

լ
詞
交

会
˜
支
෦
事
務


連
བྷ
会
װ
事
会

øþ

 

13
時
30
分
ử
適
正

化
事
業
指
導
ҕ
員
会（
東

ト
૯
合
会
ؗ
ʗ
̬
̴
̱
併

用
）
˝
16
時
30
分
ử
定
期

݈
߁

அ
フ
Ỽ
ロ
ー
ア
ッ

プ
セ
ϛ
φ
ー（
同
）

øÿ

 

11
時
ử
正
෭
会


会（
東
ト
૯
合
会
ؗ
ʗ
̬

̴
̱
併
用
）
˝
13
時
ử
東

京
都
交
付
金
事
業
࣮
ࢪ

計
画
Ҋ
ݕ
౼
ҕ
員
会（
同
）

ùù


ւ
上
コ
ン
ς
φ
ઐ


෦
会

員
会

ùú


女
性
෦
正
෭
本
෦


会
ٞ
˜
同
װ
事
会

ùû


初
任
運
転
者
ಛ
ผ
講

習（
～
25
日
）
˜
引
ӽ
ઐ


෦
会

員
・
二
ҕ
員
会

合
同
会
ٞ

ùĀ


フ
ỻ
ス
タ
２
０
２
５

࣮
行
プ
ロ
δ
ỻ
ク
ト
ワ
ー

Ω
ン
ά
ά
ル
ー
プ
会
ٞ

úø


中
小
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
の
た
め
の
̙
̭
ਪ

進
セ
ϛ
φ
ー

˝
13
時
30
分
ử
మ
߯
ઐ


෦
会
ト
レ
ー
ラ
の
安
全
対

ࡦ
フ
Ỽ
ー
ラ
ム（
同
）

ùø

 

14
時
ử
経
営
教
育

ҕ
員
会（
東
ト
૯
合
会
ؗ

ʗ
̬
̴
̱
併
用
）

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会

ौ
୩
支
෦（
ా
中
ल
थ
支
෦


）・
世
ా
୩
支
෦（
種
子
ా

ਗ਼
ࢤ
支
෦

）・

ࠇ
支
෦

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
は

１
月
29
日
、
東
ト
૯
合
会
ؗ

で
ୈ
１
回「
フ
ỻ
ス
タ
２
０

２
５
࣮
行
プ
ロ
δ
ỻ
ク
ト
ワ

ー
Ω
ン
ά
・
ά
ル
ー
プ（
̬

̜
）」を
開
࠵
し
た
。

フ
ỻ
ス
タ
࣮
行
プ
ロ
δ
ỻ

ク
ト
は
、

本
উ

෭
会


（
運
輸
安
全
ҕ
員

）を
引

き
続
き
プ
ロ
δ
ỻ
ク
ト
Ϧ
ー

μ
ー
と
し
、
同
̬
̜
Ϧ
ー
μ

ー
は
ᖒ
഼
३
ࢯ
、
α
ブ
Ϧ
ー

μ
ー
は
ௗ
ϊ
ւ
ֶ
・
高
ڮ
ӹ

Ӵ
両
ࢯ
が
務
め
る
。

ᖒ
഼
̬
̜
Ϧ
ー
μ
ー
は
、

「
引
き
続
き
̬
̜
Ϧ
ー
μ
ー

を
務
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ࡢ
年
度
の
メ
ン
バ
ー
に
新
メ

ン
バ
ー
を
ܴ
え
、９
月
14
日

に
向
け
て
ؤ
ு
っ
て
い
き
た

い
」と
ड़
べ
た
。

ٞ
事
で
は
、
̬
̜
メ
ン
バ

ー
の

հ
に
続
き
、
開
࠵
日

ఔ
を
９
月
14
日
、
場
所
は
ौ

（


ल
明
支
෦


）は
１
月
22
日
、

ौ
୩
۠
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
ौ
୩
外
෦

会
ٞ
ࣨ
で
、
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
ौ
୩
・

新
宿
と
の
共
࠵
に

よ
る「
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
ք
セ
ϛ
φ

ー
」を
開
࠵
し
た
。

セ
ϛ
φ
ー
に

は
、
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
に
ڵ
ຯ

を
࣋
っ
た
求
職
者


40
人
が
、
各
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の

事
前
予

の
も
と

ࢀ
加
し
た
。
ࢀ
加
し
た
全
員

に
࠲
ֶ
形
式
で
ト
ラ
ッ
ク
業

ք
の
現
状
を
આ
明
す
る
と
と

も
に
、
ر

者
は
各
支
෦
所

ଐ
の
４
事
業
者
と
の
ݸ
ผ
相

ஊ
会
に
ࢀ
加
し
、
採
用
୲
当

者
ら
と


話
を
し
た
。

セ
ϛ
φ
ー
で
は
ま
ͣ
、
東

ト
ڠ
業
務
෦
交
通
・

ڥ
ά

ル
ー
プ
の
前

એ
ক
෭
ࢀ
事

が
、
ト
ラ
ッ
ク
業
ք
の
現
状

に
つ
い
て
આ
明
。
業
ք
の
課

題
を
ڍ
げ
、
２
０
２
４
年
問

題
へ
の
対
Ԡ
、
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
不
足
な
ど
を
આ
明

す
る
と
と
も
に
、
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
と
い
う

事
を


հ
。「
都
民
生
活
や
経
ࡁ

を
支
え
る
重
要
な

事
で
あ

り
、
大
ม
な

事
と
の
ҹ
象

だ
と
ࢥ
う
が
、
法
律
改
正
に

よ
る
労
働

件
の
改
ળ
に
よ

東
ト
ڠ
は

１
月
31
日
、

東
ト
૯
合
会

ؗ
で
、
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク

ڠ
会
と
の
共

࠵
に
よ
り
、

令
和
６
年
度

「
中
小
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事

業
者
の
た
め
の
̙
（̭
デ
δ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
Ỽ
ー
メ
ー

γ
ἀ
ン
）
ਪ
進
セ
ϛ
φ
ー
」

を
開
࠵
し
た
。

セ
ϛ
φ
ー
は
２
෦
形
式
で

行
わ
れ
、
ୈ
１
෦
は
近
代
経

営
γ
ス
ς
ム
ݚ
ڀ
所
代
ද
取

締

の

高
߂
७
ࢯ
が
講
ԋ

し
、
ᶃ
２
０
２
４
年
問
題
と

̞
̩
活
用
、
ᶄ
̙
̭
と
は
、

ᶅ
̙
̭
活
用
に
よ
る
経
営
改

ળ
、
ᶆ
̙
̭
活
用
事
ྫ
、
ᶇ

情
報
セ
Ω
ỿ
Ϧ
ς
ィ
と
ݸ
人

情
報
保
ޢ
に
つ
い
て
解
આ
し

た
。

高
ࢯ
は
中
小
企
業
者
に

お
け
る
情
報
活
用
に
つ
い
て
、

̞
̩
化
は
２
０
２
４
年
問
題

に
対
Ԡ
す
る
た
め
の
入
ޱ
に

な
る
と
し
、
受

・
配
車
、

運
行
、
乗
務
記

、

求
ま

で
を
自
動
的
に
デ
ー
タ
化
す

る
γ
ス
ς
ム
の
導
入
に
よ
っ

て
、
社
員
の
ෛ
୲
を
軽
減
で

き
、
ま
た
問
題
点
や
課
題
な

ど「
経
営
の
ݟ
え
る
化
」
が

進
め
ら
れ
る
た
め
、
対
Ԡ
ࡦ

り
、
こ
れ
ま
で
࣋
っ
て
い
た

ҹ
象
と
は
大
分
ҟ
な
っ
て
き

て
い
る
。
運
転
に
は
免
ڐ
が

必
要
と
な
る
が
、
ト
ラ
ッ
ク

ڠ
会
で
は
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
の
Ω
Ỿ
Ϧ
ア
ア
ッ
プ
に

ܨ
が
る
、
免
ڐ
取
得
へ
の
ॿ


を
会
員
事
業
者
を
通
じ
て

࣮
ࢪ
し
て
い
る
。
各
事
業
者

で
も
業
務
に
必
要
な
資
格
取

得
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い

る
」と
આ
明
し
た
。

続
い
て
、
ా
中

運（
ौ

୩
支
෦
）、
自
༝
ἃ
ٰ
運
送

（

ࠇ
支
෦
）、
加
ೲ

運
送

（
世
ా
୩
支
෦
）、
日
本
引
ӽ


）ݿ
ਿ
ฒ
支
෦
）の
代
ද

者
や
採
用
୲
当
者
が
各
社
の

自
社
̥
̧
を
࣮
ࢪ
。そ
の
後
、

相
ஊ
会・ݸ
ผ
આ
明
と
し
て
、

各
ブ
ー
ス
で
ࢀ
加
者
と
採
用

に
向
け
て
໘
ஊ
を
行
っ
た
。

東
ト
ڠ
で
は
、
人
ࡐ
֬
保

促
進
に
向
け
た
新
た
な
取
り

組
み
と
し
て
、東
京
労
働
ہ
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
各
支
෦
と

の
３
者
連
ܞ
に
よ
る
、
ド
ラ

イ
バ
ー
ื
ू
આ
明
会
の
開
࠵

を
支
援
し
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
、
足
立
支
෦
で
આ
明
会
を

２
回
開
࠵
し
て
お
り
、
今
回

の
આ
明
会
に
は

ా
支
෦
や

深

支
෦
か
ら
ࢹ

に
๚
れ

る
な
ど
、
人
ࡐ
֬
保
に
向
け

た
会
員
事
業
者
の
支
援
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

東
ト
ڠ
は
２
月
28
日
、
全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
と
の
共

࠵
に
よ
り
、令
和
６
年
度「
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
た
め

の
人
ࡐ
֬
保
・
労
働

ڥ
改

ળ
セ
ϛ
φ
ー
」（
̬
̴
̱
併

用
）を
開
࠵
す
る
。

時
間
は
ޕ
後
１
時
30
分
～

定
員
は
会
場
で
の
受
講
が

40
人（
１
社
１
人
༏
ઌ
）、̯

̾
̾
̼
で
の
受
講
が
４
０
０

人（
ઌ
ண
ॱ
、
定
員
に
達
し

࣍
ୈ
、受
付
終
了
）。

申
し
込
み
は
、
ࠨ
記
の
二

࣍
ݩ
コ
ー
ド
ʗ
東
ト
ڠ
ϗ
ー

ム
ペ
ー
δ
セ
ϛ
φ
ー
情
報
掲

載
の
開
࠵
Ҋ
内
か
ら
。

˜
問
い
合
わ
せ
ઌ
ử
東
ト

ڠ

報
・
情
報
（̜
ὸ
03
・

３
３
５
９
・
４
１
３
４
）

東
ト
ڠ
は

２
月
１
日
と

８
日
の
２
日

間
、
東
ト
૯

合
会
ؗ
で
令

和
６
年
度
ୈ

２
回「
運
行

管
理
者
ࢼ
ݧ

事
前
講
習

会
」
を
開
࠵
。
会
員
事
業
者

の
都
内
営
業
所
に
所
ଐ
す
る

今
年
度
ୈ
２
回
運
管
ࢼ
ݧ

（
貨
物
ʗ
２
月
15
日
～
３
月

16
日
࣮
ࢪ
）の
受
ݧ
予
定
者

が
ଟ
数
受
講
し
た
。

１
日
の
講
習
会
で
は
、
̣

̭
૯
合
ݚ
ڀ
所
の

ᬑ
߁
二

ࢯ
が
、
８
日
は
、
̬
̞
̣
̜

δ
Ỿ
パ
ン
の
ࢁ
ా
信

ࢯ

（
ಛ
定
社
会
保
険
労
務
࢜
・

行

ॻ
࢜
）が
そ
れ
ぞ
れ
講

師
を
務
め
、
対
ࡦ
講
習
お
よ

び

ٖ
ࢼ
ݧ
ˍ

前
対
ࡦ
講

࠲
を
࣮
ࢪ
し
た
。

୩
۠
の
代
ʑ

公

Ԃ
で
࣮
ࢪ
す
る
こ

と
を
આ
明
。

本

̥
Ϧ
ー
μ
ー
は
、

ࡢ
年
12
月
開
࠵
の

令
和
年
６
度
ୈ
３

回
理
事
会
で
、
フ

ỻ
ス
タ
２
０
２
５

計
画
Ҋ
を
આ
明

し
、
開
࠵
方

な

ど
が
ঝ
認
さ
れ
た

と
報
ࠂ
。
४
備
を

進
め
る
に
当
た

り
、
改
め
て
メ
ン

バ
ー
に
ڠ
力
を

要

し
た
。

ま
た
、
ࡢ
年

の
フ
ỻ
ス
タ
で
は
安
全
・


ڥ
を
メ
イ
ン
ς
ー
マ
に
、「
ࡂ

害
・
෮
ڵ
支
援
」
を
α
ブ
ς

ー
マ
と
し
た
が
、
今
年
も


ࡂ
を
ؚ
め
ࡂ
害
・
෮
ڵ
支
援

東
ト
ڠ
で
は
、
人
ࡐ
の
育


を
は
じ
め
と
し
た
会
員
α

ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
い

る
。
運
行
管
理
者
の
֬
保
、

業
務
ޮ
率
化
な
ど
に
資
す

る
た
め
、
従
དྷ
か
ら
運
管
ࢼ

ݧ
事
前
講
習
会
の
開
࠵
に
加

え
、
運
管
一
般
講
習
受
講
料

ॿ

や
自
動
点
呼
機
ث
導
入

ॿ

、
支
෦
に
お
け
る
労
務

講
習
会
開
࠵
な
ど
の
取
り
組

み
を
࣮
ࢪ
し
て
い
る
。

を
α
ブ
ς
ー
マ
と
す
る
方
向

性
を
֬
認
し
た
。

さ
ら
に
、
２
０
２
４
開
࠵

後
に
࣮
ࢪ
し
た
職
員
お
よ
び

各
支
෦
へ
の
ア
ン
έ
ー
ト
݁

Ռ
か
ら
、９
月
中
०
の
開
࠵

に
つ
い
て
、連
休
中
の
࣮
ࢪ
、

ॵ
さ
対
ࡦ
の
必
要
性
な
ど
か

ら
日
ఔ
の
ݟ

し
を
求
め
る

意
ݟ
が
上
げ
ら
れ
た
。
̬
̜

で
は
、
２
０
２
６
開
࠵
に
つ

い
て
は
、
２
０
２
５
४
備
と

ฒ
行
し
て
ݕ
౼
を
進
め
る
こ

と
と
し
た
。

支
෦
の
ブ
ー
ス
出
展
に

つ
い
て
は
、
各
支
෦
の
事
情

を
צ
Ҋ
し
、
支
෦
の
ෛ
୲
軽

減
の
観
点
か
ら
、
୯
ಠ
支
෦

に
よ
る
ブ
ー
ス
の
出
展
は
せ

ͣ
、
ෳ
数
支
෦
で
の
出
展
を

求
め
る
方
向
性
を
֬
認
し

た
。
ෳ
数
支
෦
で
の
出
展
も

難
し
い
支
෦
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
通
り
、
本
෦
企
画

へ
の
人
員

ݣ
な
ど
で
の
ڠ

力
を
求
め
る
。

今
後
、
設
定
し
た
年
間
ス

έ
δ
ỿ
ー
ル
に
基
づ
き
、
各

支
෦
へ
の
ア
ン
έ
ー
ト
・
આ

３
時
30
分
。
会
場

は
東
ト
૯
合
会
ؗ

４
֊
会
ٞ
ࣨ
。
ࢀ

加
අ
は
無
料
。

主
な
内
容
は
ᶃ
運
転
者
人

ࡐ
の
雇
用
状
گ
、
ᶄ
運
転
者

人
ࡐ
等
の
採
用
、
ᶅ
人
ࡐ
が

定
ண
す
る
た
め
の
労
働

ڥ

の

備
、
ᶆ
人
ࡐ
֬
保
・
定

ண
、
働
き
方
改
ֵ
等
に
対
す

る
ॿ

金
Ổ
Ổ
に
つ
い
て
આ

明
す
る
。
講
師
は
日
本
̥
̢

̞
コ
ン
α
ル
ς
ィ
ン
ά
の
小

ࡔ
ਅ
߂
代
ද
取
締

。

明
会
の
開
࠵
と
と
も
に
、
ڠ

ࢍ
企
業
ஂ
体
へ
の
ڠ
力
要


お
よ
び
આ
明
会
を
開
࠵
す

る
。
あ
わ
せ
て
、
ڠ
ࢍ
会
員

の
ื
ू
、
各
ブ
ー
ス
や
ス
ς

ー
δ
イ
ϕ
ン
ト
の
企
画
な
ど

を
ݕ
౼
し
て
い
く
。

が
取
り
や
す
く
な
る
と
解
આ

し
た
。
さ
ら
に
̞
̩
化
へ
の

予
算
は
、
年
間
売
上
高
に
対

し
て
０
・
５
％
が
相
Ԡ
だ
と

આ
明
。
で
き
る
だ
け
最
小
の


資
で
、
最
大
の
ޮ
Ռ
を
上

げ
る
こ
と
の
で
き
る「
ઓ
ུ

的
̞
̩

資
」
に
よ
っ
て
情

報


を
行
い
、
小
ن

で

あ
る
こ
と
を
強
み
に
し
て
、

企
業
ڝ
૪
力
の
向
上
に

め

て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
ड़

べ
た
。

ୈ
２
෦
は
、
業
務
ޮ
率
化

な
ど
に
か
か
る
自
動
点
呼
機

ث
、
γ
ス
ς
ム
の
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
γ
ἀ
ン
と
し
て
、
̩

̪
̢
̞
̭
の
୲
当
者
が
同
社

の
勤
ଵ
管
理
π
ー
ル
や
配
車

計
画
γ
ス
ς
ム
を

հ
。
手

࣋
ち
の
点
呼
γ
ス
ς
ム
や
デ

δ
タ
コ
な
ど
ෳ
数
π
ー
ル
に

対
Ԡ
し
、
業
務
ޮ
率
化
と
९

法
経
営
に
ޮ
Ռ
が
あ

る
と
આ
明
し
た
。

;PPNडߨ
ೋݩ࣍ίーυ

会場डߨ
ೋݩ࣍ίーυ

τ
ϥ
ỽ
Ϋ
ۀ
ք
η
ϛ
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ݸ
ผ
૬
ஊ
ձ
Λ
։
࠵

人
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อ
へ
ϋ
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ϫ
ͱ
࿈
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人
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ڥ
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౦
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ڠ

શ
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ڠ

̎
݄
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ࢼ
ݧ
開
࢝
へ

͍
ࠐ
Έ

খ
ن

Ͱ

ର
Ԡ
͕
ඞ
ཁ
ʹ

２
月
28
日
։
࠵

ӡݧࢼରࡦ
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౦
τ
ڠ

౦
τ
ڠ

શ
τ
ڠ
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̙̭ ਪਐηϛφʔ

౦
τ
ڠ

フ
ェ
ス
タ
２
０
２
５
実
行
Ｐ
Ｗ
Ｇ
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東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
は

２
月
４
日
、令
和
６
年
度「
東

京
都
・
板
ڮ
۠
合
同

ࡂ
訓

練
」
お
よ
び「
ଟ
ຎ

Ҭ


ࡂ

ݿ
に
お
け
る
࣮
働
訓

練
」
に
ࢀ
加
し
、
ٹ
援
物
資

輸
送
訓
練
や
ଟ
ຎ

Ҭ

ࡂ


ݿ
内
࣮
働
訓
練（
都
備


物
の
払
出
、
国
プ
ッ
γ
ỿ
ܕ

支
援
物
資
の
受
入
・
払
出
）

を
࣮
ࢪ
し
た
。

訓
練
は
、
都

下
を

ݯ

東
ト
ڠ
は
２

月
３
・
４
日
と

６
・
７
日
の
４

日
間
、
東
ト
૯

合
会
ؗ
７
֊
大

会
ٞ
ࣨ
で
、
令

和
６
年
度「
労

務
講
習
会
」（
̬

̴
̱
併
用
）を

開
࠵
し
た
。

ୈ
１
෦
で
は
、

上
貨
物

運
送
事
業
労
働
ࡂ
害

ࢭ
ڠ

会
本
෦
安
全
管
理
࢜
の
ງ


߂
ࢤ
）ࢯ
�
日
）、同
東
京

都
支
෦

運
ࡂ

指
導
員
の

ਿ
Ӝ
७
）ࢯ
４
・
６
・
７
日
）

が「
な
く
そ
う
労
ࡂ
事
ނ
」

と
題
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
講
ԋ
。

講
師
の
ງ

ࢯ
は
労
働

ࡂ
害
を

ࢭ
す
る
た
め
、
労

働
安
全
Ӵ
生
法
に
よ
り
、
10

人
～
49
人
の
事
業
場
ن

で

は
、
安
全
Ӵ
生
ਪ
進
者
の
選

任
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お

り
、
安
全
Ӵ
生
業
務
に
つ
い

て
ݖ
限
と

任
を
༗
す
る
者

の
指
ش
を
受
け
て
、
当
֘
業

務
を
୲
当
す
る
者
で
あ
る
こ

と
に
ཹ
意
が
必
要
と
し
て
い

る
。
こ
の
΄
か
、
事
業
場
ن


に
Ԡ
じ
て
૯
括
安
全
Ӵ
生

管
理
者
や
安
全
管
理
者
、
Ӵ

生
管
理
者
、
産
業
医
な
ど
の

選
任
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

割

を
明
֬
に
す
る
こ
と
が
重
要

と
し
た
。

ま
た
、

上
貨
物
運
送
業

に
お
け
る
重
大
な
労
働
ࡂ
害

を

ࢭ
す
る
た
め
、
ՙ

࡞

業
時
の
ࢮ

ࡂ
害
の
事
ྫ
を


հ
し
、
ト
ラ
ッ
ク
や
ՙ
台

か
ら
の

落
・
転
落
を

ࢭ

す
る
た
め
、
ՙ

࡞
業
時
に

は
保
ޢ

の
ண
用
を
ప
ఈ
す

る
な
ど
、
対
ࡦ
を
講
じ
る
よ

う
求
め
た
。

続
い
て
、
ୈ
２
෦
で
は
本

෦
労
務
相
ஊ
員
・
社
会
保
険

東
ト
ڠ
は
３
月

日
ま

で
、
労
務
関
係
ਪ
進
事
業
の

一

と
し
て
、
令
和
６
年
度

「
労
務
相
ஊ
事
業
」
を
࣮
ࢪ

し
て
い
る
。

自
動
車
運
転
業
務
に
対
す

る
時
間
外
労
働
の
上
限
ن
制

適
用
に
伴
い
、
業
ք
で
は
こ

れ
に
対
Ԡ
す
る
た
め
、
労
働

時
間
の
短
縮
な
ど
働
き
方
改

ֵ
の
ਪ
進
や
、
適

な
労
務

管
理
の
ప
ఈ
な
ど
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
東
ト
ڠ
で
は

労
務
相
ஊ
員
２
）ࢯ
社
会
保

険
労
務
࢜
）と
ܖ

し
、
労

ら
は
、
ଟ
ຎ
支
෦（
ּ
原
࢙

ٱ
支
෦

）の
４
Ἁ
ト
ラ
ッ

ク
２
台
と
10
Ἁ
ト
ラ
ッ
ク
�

台
、
世
ా
୩
支
෦（
種
子
ా

ਗ਼
ࢤ
支
෦

）の
４
Ἁ
ト
ラ

ッ
ク
２
台
、
板
ڮ
支
෦（
ࣰ

本
ຶ
࣏
支
෦

）の
４
Ἁ
ト

ラ
ッ
ク
２
台
お
よ
び
ڠ
会
車

２
台
が
出
動
し
、
人
員
17
人

を
動
員
し
た
΄
か
、
都
の
職

員
を
は
じ
め
、
ڠ
定
事
業
者

な
ど
訓
練
全
体
の
ࢀ
加
者
は

１
０
０
人
ن

と
な
っ
た
。

東
ト
ڠ
本
෦
か
ら
ࡾ
ଜ
Ғ

一

෭
会
（
ۓ
ٸ
輸
送
γ

労
務
࢜
の
高
ڮ
ᚸ

）ࢯ
３・

４
日
）、
小
ྛ
߂
和
）ࢯ
６
・

７
日
）が「
36
ڠ
定
等
届
出

ॻ
ྨ
と
労
務
管
理
の
࣮
務
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
講
ԋ
。

講
師
の
高
ڮ
ࢯ
は
、

６
年
４
月
に
ࢪ
行
さ
れ

た
２
０
２
４
年
問
題

関
連
の
法
改
正
に
つ
い

て
、ポ
イ
ン
ト
を

հ
。

労
働

件
明
示
の
ル
ー

ル
ม
ߋ
や
、
労
働
基
४

法
、
改
ળ
基
४
ࠂ
示
に

基
づ
く
36
ڠ
定
ॻ
、
時

間
外
労
働
お
よ
び
休
日

労
働
に
関
す
る
ڠ
定
ॻ

な
ど
、
ఏ
出
ॻ
ྨ
の
記

載
ྫ
に
つ
い
て
解
આ
。

෦
か
ら
ࣰ
本
支
෦

が
訓
練

を
ࢹ

し
た
。
ࡾ
ଜ
෭
会


は
、「
日
頃
か
ら
通
ৗ
の
業
務

と
と
も
に
、
ࡂ
害
に
備
え
た

訓
練
を
࣮
ࢪ
す
る
こ
と
は
大

事
な
こ
と
だ
。
զ
ʑ
は
安
全

に

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、日
ৗ
業
務
だ
け
で
な
く
、

訓
練
や
࣮
際
の
出
動
時
に
も

事
ނ
の
な
い
よ
う
に
、

意

し
て
΄
し
い
」と
ड़
べ
た
。

同
日
は
ٹ
援
物
資
輸
送
訓

練
と
し
て
、
都
の
ଟ
ຎ

Ҭ


ࡂ

）ݿ
立

市
）、ધ
ڮ

備


）ݿ
世
ా
୩
۠
）で

都
の
ٹ
援
物
資
を
ੵ
載
。
各


ݿ
か
ら
̢
̛
̡
̥
・
̡
̤

̜
̞
̛
̧
̤
̣
̩
東
京
板
ڮ

（
̡
̛
板
ڮ
）の
地
Ҭ
内
輸

送
ڌ
点
ま
で
輸
送
し
、
物
資

を
引
き

し
た
。あ
わ
せ
て
、

ଟ
ຎ

Ҭ

ࡂ

ݿ
の
訓
練

で
は
、
ۓ
ٸ
通
行
車
両
の
ඪ

ষ
発
行
訓
練
を
࣮
ࢪ
し
た
。

ଟ
ຎ

Ҭ

ࡂ

ݿ
内
࣮

働
訓
練
ʗ
都
備

物
資
の
払

出
で
は
、
輸
送
ୂ
の
ト
ラ
ッ

ク
が
指
定
さ
れ
た
車
両
待
機

場
所
か
ら
、
都
職
員
の
指
示

で

ࡂ

ݿ
の

車
パ
ー
ス

に
ॱ
࣍
Ҡ
動
し
、
都
と
ڠ
定

を
݁
ん
で
い
る
大
手
物
流
事

༗
ޮ
期
間
の
開
始
日
ま
で
に

労
働
基
४

ಜ
ॺ
へ
ఏ
出
す

る
よ
う
求
め
た
。
就
業
ن
則

な
ど
は
定
期
的
に
ݟ

し


備
す
る
こ
と
が
重
要
で
、
ม

業
者
の
࡞
業
員
が
、
フ
Ỽ

ー
ク
Ϧ
フ
ト
や
ハ
ン
ド
Ϧ

フ
ト
に
よ
る
ՙ

࡞
業

で
、
パ
レ
ッ
ト
ੵ
み
さ
れ

た
ٹ
援
物
資
を
ੵ
載
し

た
。
ま
た
、
同
訓
練
ʗ
国

プ
ッ
γ
ỿ
ܕ
受
入
・
払
出

で
は
、
10
Ἁ
ト
ラ
ッ
ク
よ

り
国
か
ら
の
ٹ
援
物
資
を

ੵ
み
下
ろ
し
、
在
ݿ
管
理

東
ト
ڠ
は
２
月

19
日
か
ら
、
ڠ
会

ϗ
ー
ム
ペ
ー
δ

（
̝
̥
）で
、
令
和

７
年
度
・
ୈ
46
回

「
東
ト
ڠ
ド
ラ
イ

バ
ー
・
コ
ン
ς
ス

ト
」
の
出
場
選
手

を
ื
ू
す
る
。
受

付
期
間
は
３
月
19
日
ま
で
。

東
ト
ڠ
ド
ラ
コ
ン
は
、
ܯ

ࢹ
ி
交
通
෦
と
の
共
࠵
に
よ

り
、
安
全
運
転
の
知
識
・
ٕ


向
上
と
、
都
民
に
信
པ
さ

れ
る
プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し

て
の
意
識
高
༲
を
図
る

的

で
࣮
ࢪ
し
て
い
る
も
の
。
全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
主
࠵
の

ୈ
57
回
ド
ラ
コ
ン
に
出
場
す

る
、
東
京
都
代
ද
選
手
の
選

ߟ
を
݉
Ͷ
て
࣮
ࢪ
す
る
。

ࡢ
年
の
ୈ
56
回
大
会
で

は
、
東
京
都
代
ද
選
手
が
ト

レ
ー
ラ
෦

で
༏
উ
。
こ
れ

に
続
き
、
日
ʑ
の
安
全
運
転

を
࣮
ફ
す
る
た
め
ഓ
っ
た
知

識
と
ٕ

を
ڝ
い
プ
ロ
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
日
本
一
を


指
し
て
、
ଟ
く
の
ド
ラ
イ

バ
ー
が
ੵ
ۃ
的
に
ࢀ
加
す
る

よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
。

開
࠵
概
要（
日
ఔ
・
会
場
）

は
࣍、
の
通
り
。

ở
ֶ
Պ
ڝ
ٕ
Ỡ

４
月
24
日（

）
13
時
30

分
か
ら
受
付
、
14
時
15
分
開

始
ʗ
東
ト
૯
合
会
ؗ

˞
中
ࢭ
の
場
合
、
４
月
28
日

（
月
）に
ม
ߋ

ở
࣮
Պ
ڝ
ٕ
Ỡ

５
月
25
日（
日
）
ᶃ
ト
レ

ー
ラ
෦

・
女
性
෦
（
ト

レ
ー
ラ
選
択
者
）８
時
か
ら

受
付
、８
時
20
分
開
始
ᶄ
一

般
෦

・
女
性
෦
（
２

Ἁ
・
４
Ἁ
・
11
Ἁ
選
択

者
）
10
時
か
ら
受
付
、

11
時
開
始
ʗ
ܯ
ࢹ
ி


中
運
転
免
ڐ
ࢼ
ݧ
場

˞
中
ࢭ
の
場
合
、
ֶ

Պ
ڝ
ٕ
の


ॱ
で
༏
উ
者

を
決
定
す
る

ở
ද
জ
ࣜ
Ỡ

６
月
２
日（
月
）
14
時
30

分
か
ら
受
付
、
15
時
開
始
ʗ

東
ト
૯
合
会
ؗ

ở
ڝ
ٕ
෦

Ỡ

一
般（
２
Ἁ
・
４
Ἁ
・
11

Ἁ
）・
女
性
・
ト
レ
ー
ラ
の

５
෦


ߋ
時
に
は
労
基
ॺ
へ
の
ఏ
出

が
必
要
と
આ
明
し
た
。

ま
た
、
労
務
管
理
関
連
の

ม
ߋ
点
を
解
આ
し
、
労
働
安

全
Ӵ
生
ن
則
の
改
正
に
よ

り
、
労
働
者
ࢮ
ই
ප
報
ࠂ
を

電
子
申

で
行
う
こ
と
が
義

務
化
さ
れ
た（
１
月
１
日
よ

り
）と
指
ఠ
。
子
の
看
ޢ
休

Ջ
制
度
で
は
ײ
染

に
伴
う

ֶ
ڃ
閉

、入
Ԃ（
入
ֶ
）式
、

ଔ
Ԃ
式
を
取
得
事
༝
に
加
え

る
と
と
も
に
、
対
象
と
な
る

子
の
ൣ
ғ
が
小
ֶ
ߍ
３
年
म

了
ま
で
に
֦
大
、
労

ڠ
定

に
よ
り
継
続
雇
用
期
間
６
か

月
未
満
の
者
を
除
外
で
き
る

ن
定
を
廃
ࢭ
す
る
。
հ
ޢ
休

Ջ
制
度
で
も
、
こ
の
除
外
で

き
る
ن
定
が
廃
ࢭ
さ
れ
る

（
４
月
１
日
よ
り
）。

さ
ら
に
、
հ
ޢ
休
業
等
に

つ
い
て
は
、
ݸ
ผ
の
प
知
・

意
向
֬
認
・
հ
ޢ
離
職

ࢭ

の
た
め
の
雇
用

ڥ

備
の

務
関
係
の
各
種
相
ஊ
に
Ԡ
じ

て
い
る
も
の
。
主
な
相
ஊ
事

ྫ
は
、
時
間
外
労
働
の
上
限

ن
制
へ
の
対
Ԡ
を
は
じ
め
、

給
༩
体
ܥ
や
就
業
ن
則
の
ݟ


し
、
解
雇
の
手
続
き
、
േ

則
ن
定
の
定
め
方
、
労

間

ト
ラ
ブ
ル
、
36
ڠ
定
ॻ
ྨ
等

の
ॻ
き
方
な
ど
。

相
ஊ
අ
用
は
無
料（
東
ト

ڠ
が
ෛ
୲
）。
な
お
、
就
業

ن
則
の
࡞

な
ど
相
ஊ
以
外

の
අ
用
は
、
ґ
པ
者
の
ෛ
୲

と
な
る
。

相
ஊ
は
事
前
予

制
で
、

相
ஊ
時
間
は
原
則
と
し
て
１

回
当
た
り

日
以
内
ఔ
度
。

な
お
、数
度
の
相
ஊ
も
Մ

。

申
し
込
み
は
東
ト
ڠ
ϗ
ー

措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
る
΄
か
、
育
児
や

հ
ޢ
の
た
め
の
ς
レ
ワ
ー
ク

導
入
が

力
義
務
と
な
る

（
そ
れ
ぞ
れ
４
月
１
日
よ
り
）。

ム
ペ
ー
δ
掲
載「
令
和
６
年

度
労
務
相
ஊ
申
込
み
に
つ
い

て
」の「
申
込
フ
Ỽ
ー
ム（
会

員
ઐ
用
）」に
記
入
す
る
か
、

̛
̖
̭
ま
た
は
༣
送
す
る
。

申
し
込
み
を
受
け
た
東
ト

ڠ
業
務
෦
が
୲
当
の
労
務
相

ஊ
員
に
連
བྷ
し
、
相
ஊ
員
か

ら
申
し
込
ん
だ
会
員
に
連

བྷ
。
相
ஊ
日
時
や
場
所（
会

員
の
事
業
所
ま
た
は
指
定
の

場
所
）な
ど
を
ଧ
ち
合
わ
せ

た
上
で
、
ݸ
ผ
໘
ஊ
に
よ
り

相
ஊ
に
Ԡ
じ
る
。

˜
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込

み
ઌ
ử
東
ト
ڠ
業
務
෦
交

通
・

ڥ
（̜
ὸ
03
・
３
３

５
９
・
６
２
５
７
、
̛
̖
̭

03
・
３
３
５
９
・
４
９
８
３
）

˞
一
般
２
Ἁ
෦

は
、
東

ト
ڠ
大
会
の
み
の
開
࠵

˞
各
෦

の
ࢀ
加
者
が
ෳ

数
（໊
２
໊
以
上
）に
満
た

な
い
場
合
は
֘
当
し
た
෦


の
ڝ
ٕ
、
ද
জ
、
全
国
大
会

へ
の
選
手
ਪ
ન
は
行
わ
な
い

˞
女
性
・
ト
レ
ー
ラ
෦


へ
の
ࢀ
加
申
込
事
業
者
に
つ

い
て
は
、
同
෦

の
ࢀ
加
申

込
１
໊
に
つ
き
、
࣮
ࢪ
要
ߝ

等
で
ن
定
す
る
ࢀ
加
申
込
上

限
を
１
໊
ͣ
つ

加
で
き
る

ở
ද
জ
Ỡ

˜
ݸ
人
ද
জ

各
෦

を
通
じ
た
最
༏
ल

者
と
各
෦

༏
উ
者
の
΄

か
、
各
෦

の
上
位
５
位
ま

で
の
者
を
ද
জ

˜
事
業
所
ද
জ

最
༏
ल
者
の
所
ଐ
事
業
所

を
ද
জ

ৄ
ࡉ
は
、
東
ト
ڠ
̝

̥
を
ࢀ
র
。

˜
問
い
合
わ
せ
ઌ
ử

東
ト
ڠ
業
務
෦
交
通
・


ڥ
（̜
ὸ
03
・
３
３

５
９
・
３
６
１
８
）

な
ど

ݿ
内
࡞
業
の
後
、
都

内
各
地
に
出
ՙ
す
る
た
め
４

Ἁ
ト
ラ
ッ
ク
に
ٹ
援
物
資
を

ੵ
載
し
た
。

̡
̛
板
ڮ
で
は
、
東
ト
ڠ

輸
送
ୂ
が
都
の
備


ݿ
か

ら
輸
送
し
た
ٹ
援
物
資
が
引

き

さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
۠

の
要

に
よ
り
۠
内
の
ආ
難

所
ま
で
ٹ
援
物
資
の
輸
送
訓

練
を
行
っ
た
。

ଟ
ຎ

Ҭ

ࡂ

ݿ
で
の

訓
練
後
、
ࢀ
加
者
の
ৼ
り
ฦ

り
が
行
わ
れ
、

ݿ
内
࡞
業

に
お
け
る
安
全
の
֬
保
や
発

ࡂ
時
に
出
動
す
る
ト
ラ
ッ
ク

の
形
状
に
よ
り
、
通
行
で
き

な
い
ル
ー
ト
を
想
定
す
る
必

要
が
あ
る
な
ど
の
意
ݟ
が
ڍ

げ
ら
れ
た
。

な
お
、
東
京
都
・
板
ڮ
۠

合
同

ࡂ
訓
練
は
ࡢ
年
９
月

に
࣮
ࢪ
す
る
予
定
で
あ
っ
た

が
、
台
風
の
Ө
響
に
よ
り
中

ࢭ
し
た
た
め
、
ଟ
ຎ

Ҭ


ࡂ

ݿ
の
࣮
働
訓
練
と
あ
わ

せ
て
࣮
ࢪ
さ
れ

た
も
の
。

と
す
る
強
い
地

が

発
生
し
た
と
の
想
定

で
࣮
ࢪ
。
東
ト
ڠ
か

ス
ς
ム
ݕ
౼
ҕ
員


）や
ଟ
ຎ
支
෦
か

ら
中
ౡ
ल
࣏
・

߁


両
෭
支
෦

、
世

ా
୩
支
෦
か
ら
種
子

ా
支
෦

、
板
ڮ
支

-'൘ڮ͏͔౦τڠ༌ૹୂ

Ճऀに҆શΛࢀ࿅܇
ଜ෭会ࡾͼ͔͚Δݺ

ՙۀ࡞の༷ࢠ

就
業
規
則
な
ど
見
直
し
必
要

ಇ
͖
ํ
վ
ֵ
ؔ
࿈
๏
͕
ࢪ
ߦ

作
業
手
順
検
証
し
改
善
図
る

２月19日受付開始 ౦
τ
ڠ

ド
ラ
コ
ン
出
場
選
手
を
募
集
第
ûý
回

౦τڠ
６年 ࿑ߨश会

ද
জ
ࣜ

６
月
２
日

࣮

Պ

５
月
ùü
日

ֶ

Պ

４
月
ùû
日

։࠵ఔ

౦τڠ

ແ
料
Ͱ
֤
छ
の
࿑

૬
ஊ

ܖ

ࣾ
࿑
࢜
͕
ݸ
ผ
ର
Ԡ

防災訓練等に参加

౦τڠ

౦ژɾ൘۠ڮ߹ಉ
ಇ࣮ݿࡂҬ



ୈ1�14号 ̎̌ ̎̑ ʢྩ̓ʣ̎ ݄1� （ � ）૯ 合

問い合わせ先：東京都トラック協会 業務部交通・環境G
※事故速報は東ト協ホームページで PDF データも掲載しています

◎ 運行中は前方だけでなく、左右、後方を含めた周囲の交通状況にも
注意を払うこと。道路状況に応じた安全速度での走行や、十分な
車間距離の確保に努め、ゆとりをもって運転すること。
日　時 １月７日（火） 17時57分頃発生（晴天）
場　所 板橋区（国道254号）
当事者 ①自動二輪車（女性20代死亡）╳②事業用大型貨物車

（男性40代）╳③自家用普通乗用車（女性50代）順番は過失の軽重を示すものではありません

状　況

至 新大宮バイパス

板橋区成増

至 和光市

概　要
事業用大型貨物車が、国道254号を和光市方向から新大宮バ
イパス方向へ第二通行帯を進行中、何らかの理由により操作
を誤って転倒した自動二輪車が衝突したもので、さらに自動二
輪車は左折のため停止中の自家用普通乗用車に衝突したもの。

関
東
ト
ラ
ッ
ク

ڠ
会（
会

・
ਫ


ޭ
東
京
都
ト
ラ

ッ
ク
ڠ
会
会

）

は
３
月
10
日
、
関

東
運
輸
ہ
・
経
ࡁ

産
業
省
関
東
経
ࡁ

産
業
ہ
・

ྛ
ਫ

産
省
関
東



ہ
・
東
京
労
働
ہ

を
は
じ
め
各
ݝ
労

働
ہ
と
の
共
࠵

で
、「
物
流
の
２

０
２
４
年
問
題
に

関
す
る
આ
明
会
」

（
̬
̴
̱
併
用
）

を
開
࠵
す
る
。

対
象
は
、
関
東

管
内
の
ՙ
主
企
業
、

ݿ
事

業
者
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
な
ど
。場
所
は
、東
ト
૯
合

会
ؗ
７
֊
大
会
ٞ
ࣨ
。
時
間

は
ޕ
後
１
時
30
分
か
ら
４
時

15
分
ま
で
ࢀ。
加
අ
は
無
料
。

定
員
は
、
会
場
ࢀ
加
１
０

０
人
、
Φ
ン
ラ
イ
ン（
̯
̾

̾
̼
）
ࢀ
加
５
０
０
人（
ઌ

ண
ॱ
、
定
員
に
な
り
࣍
ୈ
、

受
付
終
了
）。
締
め

り
は
、

３
月
３
日
ޕ
後
５
時
。

આ
明
会
で
は
、
４
月
か
ら

ް
生
労
働
省
の
労
働
ࡂ

害
発
生
状
）گ

報
値
）に

よ
る
と
、
令
和
６
年（
１
～

12
月
ྦྷ
計
、


報
値
）の

上

貨
物
運
送
事
業

に
お
け
る
ࢮ


者
数
は
97
人
で

前
年
同
期
比
１

人（
１
・
０
％
）

ࢪ
行
さ
れ
る
改
正
物
流
法
の

新
た
な
ن
制
的
措
置
の
具
体

的
な
運
用
に
関
す
る
આ
明
を

関
係
省
ி
や
関
係
ஂ
体
が
連

ܞ
し
て
行
う
。

改
正
物
流
法
の
આ
明
の
΄

か
、
今
後
、
ՙ
主
企
業
と
物

流
事
業
者
が
相
ޓ
に
ڠ
力
し

て
物
流
ة
機
に
対
Ԡ
す
る
た

め
に
必
要
な
情
報
、

事
ྫ

な
ど
を

հ
す
る
。
主
な
内

容
は
࣍
の
通
り
。

改
正
物
流
法
の
ࢪ
行
に
つ

い
て（
国
交
省
）、ト
ラ
ッ
ク・

物
流
̜
メ
ン
の
取
り
組
み
等

に
つ
い
て（
関
運
ہ
）、時
間

外
労
働
の
上
限
ن
制
と
改
ળ

基
४
ࠂ
示
に
つ
い
て
～
ϕ
ス

ト
プ
ラ
ク
ς
ィ
ス
企
業
の


հ
～（
東
労
ہ
）、取
引
の
適

正
化
に
向
け
た
公
正
取
引
ҕ

員
会
の
取
組（
公
取
ҕ
）。

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク

ڠ
会
所
ଐ
の
会
員
事

業
者
は
、
下
記
の
二

࣍
ݩ
コ
ー
ド
の
申
し

込
み
フ
Ỽ
ー
ム
か
ら
。

આ
明
会
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
は
、
関

運
ہ
自
動
車
交
通
෦

貨
物
課（
ὸ
０
４
５
・

の
૿
加
。
ࢮ
ই
者
数（
休
業

４
日
以
上
）は
１
万
５
０
２

９
人
で
、同
62
人（
０・４
％
）

૿
加
し
た
。
ࡢ
年
は
ࢮ

ࡂ

害
が
一
ࡢ
年
比
で
大
෯
に
૿

加
し
て
い
た
が
、
わ
ͣ
か
な

が
ら
さ
ら
に
૿
加
し
て
い
る

（
以
下
、૿
減
は
前
年
比
）。

事
ނ
の
ܕ
ผ
に
み
る
と
、

ࢮ
ই
ࡂ
害
で
は
ଟ
い
ॱ
に
、

ᶃ「

落
・
転
落
」
３
８
６

９
人（
28
人
、０
・
７
％
減
）、

ᶄ「
転

」２
７
５
８
人（
11

人
、
０
・
４
％
૿
）、
ᶅ「
動

࡞
の

動
・
無
理
な
動
࡞
」

２
６
１
３
人（
22
人
、
０
・

８
％
減
）、
ᶆ「
は
さ
ま
れ
・

巻
き
込
ま
れ
」１
５
１
４
人

（
63
人
、４・０
％
減
）、ᶇ「
ܹ

ಥ
」１
０
６
３
人（
15
人
、１・

４
％
減
）。
こ
れ
ら
主
要
ࡂ

害
の
う
ち
、「
転

」の
૿
加


向
が
続
い
て
い
る
。

一
方
ࢮ、

ࡂ
害
で
は「
交

通
事
）ނ
道
路
）」が
37
人
で

５
人（
11
・
９
％
）の
減
少

ट
都
高

道
路
は
１
月
24

日
、
令
和
７
年
５
月
下
०
か

ら
料
金
所
Ϧ
χ
ỿ
ー
ア
ル


事
を
ॱ
࣍
開
始
し
、７
年
度

内
に
新
た
に
55
か
所
を
̚
̩

̘
ઐ
用
入
ޱ
と
す
る
、
と
発

ද
し
た
。

７
年
１
月
現
在
の
̚
̩
̘

ઐ
用
入
ޱ
は
35
か
所
。

事

に
転
じ
た
が
、
ࢮ

ࡂ
害
全

体
の

４
割
を
占
め
て
い

る
。
࣍
い
で「

落
・
転

」

が
20
人
で
３
人（
13
・
０
％
）

減
少
し
て
い
る
。

全
産
業
で
は
、
ࢮ
ই
者
数

は
12
万
２
８
１
２
人
で
３
７

６
人（
０
・
３
％
）
૿
加
し

た
も
の
の
、
ࢮ

者
数
は
６

７
４
人
で
３
人（
０
・
４
％
）

減
少
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
で
、
運
業・

建
設
業
・
ྛ
業
の
ࢮ

ࡂ
害

が
૿
加
し
て
お
り
、

ࢭ
対

ࡦ
強
化
が
改
め
て
求
め
ら
れ

て
い
る
。

に
伴
い
、７
年
度

に
は
̚

̩
̘
ઐ
用
が
90
か
所
ʗ
１
７

９
か
所
と
な
る
予
定
。

な
お
、
̚
̩
̘
の
ར
用
率

は
98
・
４
％
（
６
年
11
月
）

と
な
っ
て
い
る
。

ट
都
高

道
路
で
は
、
Ϧ

χ
ỿ
ー
ア
ル

事
の
状
گ
を

౿
ま
え
、
２
０
２
８
年
春
ま

２
１
１
・７
２
４
８
）。

申
し
込
み
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
は
、
東
ト
ڠ

業
務
෦
交
通
・

ڥ
（̜
ὸ

03・３
３
５
９・６
２
５
７
）。

品

۠
・
ܯ
ࢹ
ி
は
３
月

９
日
、「
し
な
が
わ
γ
ς
ィ

ラ
ン
２
０
２
５
」
開
࠵
に
伴

い
、
۠
内
の
コ
ー
ス
お
よ
び


近
道
路
で
ޕ
前
８
時
30
分

か
ら
11
時
ま
で
交
通
ن
制
を

行
う
。

ス
タ
ー
ト
地
点（
大
井
ڝ

അ
場
）か
ら
چ
東
ւ
道
経
༝

で
品

;
಄
ڮ
を
ં
り
ฦ

し
地
点
と
し
、
京

運
Տ


道
経
༝
で
フ
ィ
χ
ッ
γ
ỿ
地

点（
大
井
ڝ
അ
場
）ま
で
、ॱ

࣍
交
通
ن
制
を
࣮
ࢪ
す
る
。

コ
ー
ス
お
よ
び
प
ล
道
路
で

は
、
車
両
の
通
行
が
ې
ࢭ
さ

れ
る
。

ৄ
ࡉ
は
、
し
な
が
わ
γ
ς

ィ
ラ
ン
公
式
ϗ
ー
ム
ペ
ー
δ

を
ࢀ
র
。

ް
生
労
働
省
は
４
月
１
日

か
ら
、
育
児
休
業
等
給
付
と

し
て
、
子
の
年
齢
や
養
育
の

状
گ
に
Ԡ
じ
て
、

要
件
を
満
た
す
場

合
に「
出
生
後
休

業
支
援
給
付
金
」

と「
育
児
時
短
就

業
給
付
金
」
を
新

た
に
創
設
し
た
。

「
出
生
後
休
業

支
援
給
付
金
」は
、

出
生
時
育
児
休
業

給
付
金
ま
た
は
育

児
休
業
給
付
金
の
支
給
を
受

け
る
人
が
、両
親
と
も
に（
配

偶
者
が
就
労
し
て
い
な
い
場

で
に
本
線
料
金
所
な
ど
の
一

෦
を
除
き
、
入
ޱ
に
あ
る
料

金
所
の
̚
̩
̘
ઐ
用
化
を


指
し
て
い
る
。
̚
̩
̘
ઐ
用

と
な
る
こ
と
で
、
̚
̩
̘
車

と
現
金
車
の
ࡨ
૰
、
ఀ
車
・

発
進
の
܁
り
ฦ
し
が

減
さ

れ
、
安
全
性
と
շ
適
性
が
向

上
す
る
、と
し
て
い
る
。

今
後
の

事
期
間（
か
所

ผ
）な
ど
ৄ
ࡉ
は
、
ट
都
高


道
路
ϗ
ー
ム
ペ
ー
δ
を
ࢀ

র
。

合
な
ど
は
本
人
が
）
一
定
期

間
内
に
通
算
し
て
14
日
以
上

の
育
児
休
業（
産
後
パ
パ
育

休
を
ؚ
む
）を
取
得

し
一
定
の
要
件
を
満

た
す
も
の
。

「
育
児
時
短
就
業

給
付
金
」
は
、
２
歳

に
満
た
な
い
子
を
養

育
す
る
た
め
に
所
定

労
働
時
間
を
短
縮
し

て
就
業
し
た
場
合

に
、
賃
金
が
低
下
す

る
な
ど
一
定
の
要
件

を
満
た
す
も
の
。

ৄ
ࡉ
は
、
ް
労
省
ϗ
ー
ム

ペ
ー
δ
を
ࢀ
র
。

;PPNࢀՃ
ೋݩ࣍ίーυ

会場ࢀՃ
ೋݩ࣍ίーυ

ؔτڠ 物流の２０２４年問題説明会陸運業

死
亡
・
死
傷
わ
ず
か
に
増
加

死
亡
４
割
交
通
事
故
が
原
因

労災発生状況
ް࿑省６年（速報値）

टߴ

̚
̩
̘
ઐ
༻
ೖ
ޱ
を
֦
େ

̓

度

90
͔
ॴ
ʹ

しながわシティラン
２０２５

۠

Ͱ
ަ
௨
ن
੍ ３月９日開催݄̏ ̕։࠵

̏
݄
10

ձ

ɾ
Φ
ン
ϥ
Π
ン

ਃ݄̏ࠐ ̏·Ͱ

ް࿑省

出生後休業支援・育児
時短就業給付金を創設

݄̐ ͔̍Β
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日
本
経
ࡁ
ஂ
体
連
合
会
、

日
本


会
ٞ
所
、
経
ࡁ
同

༑
会
は
１
月
16
日
、
経
ࡁ
３

ஂ
体
連
໊
に
よ
る
社
会
全
体

に
お
け
る「
価
格
転
Շ
の


習
׳
」
の
定
ண
に
向
け
た
要


を
行
っ
た
。

経
ࡁ
３
ஂ
体
は
、「
パ
ー

ト
φ
ー
γ
ッ
プ
ߏ
築
એ
言
」

を
ਪ
進
し
、
એ
言
企
業
数
が

૿
加
す
る
一
方
で
、
α
プ
ラ

イ
ν
ỻ
ー
ン
が
ෳ
層
ߏ

を


す
中
、
下
流
に
位
置
す
る

中
小
事
業
者
に
は
、
コ
ス
ト

転
Շ
の
Ը
恵
が
े
分
に
届
い

て
い
な
い
状
گ
か
ら
、
α
プ

ラ
イ
ν
ỻ
ー
ン
全
体
を
強
ਟ

化
し
、
付
加
価
値
を
֦
大
す

る
た
め
、
大
企
業
と
中
小
企

業
の
共
ଘ
共
栄
関
係
の
࠶
ߏ

築
が
不
Մ
ܽ
と
し
た
。

こ
の
た
め
本
年
は
、
会
員

企
業
、
ಛ
に
α
プ
ラ
イ
ν
ỻ

ー
ン
上
位
に
位
置
す
る
大
企

業
、
中
ݎ
企
業
、
発

者
で

も
あ
る
中
小
企
業
な
ど
に
対

し
て
、「
パ
ー
ト
φ
ー
γ
ッ

プ
ߏ
築
એ
言
」
の
झ
ࢫ
の
ప

ఈ
と
࣮
行
を
強
力
に
進
め
る

と
と
も
に
、
未
એ
言
企
業
に

対
し
て
એ
言
へ
の
ࢀ
画
を
呼

び
か
け
る
も
の
。

ఏ
言
は
࣍、
の
通
り
。

１
．
経
営
者
自
ら
が
先
頭
に

立
っ
た
、取
引
適
正
化
へ
の
取

組
み
強
化

・
経
営
者
自
ら
が
ઌ
಄
に

立
ち
、「
パ
ー
ト
φ
ー
γ
ッ

プ
ߏ
築
એ
言
」
に
つ
い
て
、

ੵ
ۃ
的
に
એ
言
・
公
ද
を
行

う
と
と
も
に
、
࣮
行
と
フ
Ỽ

ロ
ー
の
た
め
の
社
内
体
制
を

明
֬
に
示
し
、
取
引
適
正
化

の
ప
ఈ
を
図
る
。

・下

法
改
正
等
に
伴
い
、

「
パ
ー
ト
φ
ー
γ
ッ
プ
ߏ
築

એ
言
」
の
内
容
を
不
அ
に
ݟ


す
と
と
も
に
、


の
取

引
ઌ
を
通
じ
て
、
そ
の
ઌ
の

取
引
ઌ
へ
働
き
か
け
る
こ
と

で
、
એ
言
の
࣮
ޮ
性
֬
保
と

社
会
全
体
へ
の
ਁ
ಁ
を
図
る
。

・
発

者
お
よ
び
受

者

は
、
内
ֳ


と
公
正
取
引

ҕ
員
会
に
よ
る「
労
務
අ
の

適

な
転
Շ
の
た
め
の
価
格

交
ব
に
関
す
る
指

」
に
示

さ
れ
た
12
の
行
動
指

に
Ԋ

う
行
ҝ
を
ప
ఈ
す
る
と
と
も

に
、
経
営
ト
ッ
プ
が
社
内
外

に
方

を
示
す
。

２
．
労
務
費
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

コ
ス
ト
、
原
材
料
費
の
価
格

転
嫁
の
推
進

・
発

者
お
よ
び
受

者

は
、「
労
務
අ
の
適

な
転

る
中
、
デ
δ
タ
ル
化
や
省
力

化
な
ど
、
中
小
企
業
୯
体
で

は
対
Ԡ
が
困
難
な
課
題
解
決

に
α
プ
ラ
イ
ν
ỻ
ー
ン
全
体

で
ੵ
ۃ
的
に

ઓ
す
る
。
業

種
・
業
ք
・
α
プ
ラ
イ
ν
ỻ

ー
ン
の
課
題
を
適

に

Ѳ

す
る
と
と
も
に
、
業
ք
内
で

ґ
る
べ
き
༏
ྑ
な
取
引
׳
行

に
つ
い
て
体
ܥ
的
な
改
ળ
α

イ
ク
ル
を
֬
立
す
る
。


ྛ
ਫ
産
省
ச
産
ہ
は
こ

の
΄
ど
、
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

ڠ
会
を
通
じ
て「
ࣂ
料
の
安

定
ڙ
給
に
向
け
た
ࣂ
料
輸
送

の
合
理
化
の
取
組
の
ప
ఈ
に

つ
い
て
」
を
通
知
し
た
。
通

知
で
は
、
ࣂ
料
の
安
定
的
な

ڙ
給
の
ҡ
࣋
の
た
め
に
、
ச

産
生
産
者
、
配
合
ࣂ
料
メ
ー

Χ
ー
・
販
売
店
お
よ
び
運
送

事
業
者
の
ࣂ
料
輸
送
の
関
係

者
が
一
体
と
な
り
、
ࣂ
料
輸

送
の
合
理
化
に
向
け
て
よ
り

一
層
連
ܞ
・
ڠ
働
し
て
い
く

こ
と
を
要

し
た
。

運
送
事
業
者
に
対
し
て

は
、
ࣂ
料
輸
送
の
࡞
業
に
係

る
ෛ
୲
の

減
お
よ
び
安
全

性
の
֬
保
、

ෟ
ଳ
業
務
を

ؚ
む
運
送
以

外
の

務
等
の
取
り
ѻ
い
の

明
֬
化
等
、

ڑ
離
・

時

間
輸
送
の

減
お
よ
び
ޮ
率

・「
価
格
転
Շ
の

習
׳
」

の
定
ண
に
よ
る
社
会
全
体
の

付
加
価
値
向
上
を
図
る
た

め
、


に
お
い
て
は
、
最

終
ফ
අ
者
で
あ
る
国
民
に
対

し
、「
ྑ
い
モ
ϊ
や
α
ー
ビ

ス
に
は
値
が
付
く
」
こ
と
の

理
解
深
化
に
向
け
て
、
メ
デ

ィ
ア
等
を
活
用
し
た
ܒ
発
を

行
う
。

ఏ
言
に
お
け
る
、
行
動
指


や
価
格
交
ব
様
式
ྫ
は
、

経
ஂ
連
ϗ
ー
ム
ペ
ー
δ
を
ࢀ

র
。

Շ
の
た
め
の
価
格
交
ব
に
関

す
る
指

」
の
価
格
交
ব
様

式
ྫ
を
活
用
し
、
最
低
賃
金

上
昇
率
、
春
ق
労

交
ব
の

ଥ
݁
額
・
上
昇
率
等
の
公
ද

資
料
を
基
に
価
格
交
ব
を
行

い
、
下

法
対
象
取
引
の
み

な
ら
ͣ
α
プ
ラ
イ
ν
ỻ
ー
ン

全
体
で
労
務
අ
、
Τ
ω
ル
Ϊ

ー
コ
ス
ト
、
原
ࡐ
料
අ
の
価

格
転
Շ
を
ਪ
進
す
る
。

・
発

者
で
あ
る
α
プ
ラ

イ
ν
ỻ
ー
ン
上
位
に
位
置
す

る
大
企
業
等
は
、
受

者
の

要

に
ਅ

に
向
き
合
う
と

と
も
に
、
受

者
に
お
い
て

も
価
格
交
ব
力
を
高
め
、
Բ

す
る
こ
と
な
く
価
格
交
ব
を

申
し
入
れ
る
な
ど
、
価
格
転

Շ
を

習
׳
と
し
て
い
く
こ

と
に

め
る
。

３
．「
価
格
転
嫁
の
商
習
慣
」

の
定
着
に
よ
る
社
会
全
体
の

付
加
価
値
の
向
上

・
α
プ
ラ
イ
ν
ỻ
ー
ン
全

体
で
の
付
加
価
値
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
ن

や
ܥ

ྻ
・
業
種
・
地
Ҭ
を

え
た

パ
ー
ト
φ
ー
企
業
と
の
連
ܞ

を
促
進
し
、
発

者
お
よ
び

受

者

方
の
付
加
価
値
の

֦
大
を

指
す
。

・
人
手
不
足
が
深
ࠁ
化
す

国

交
通
省
と
経

ࡁ
産
業
省
は
２
月
28

日
、
ୈ
５
回「
高
度

物
流
人
ࡐ
γ
ン
ポ
δ


ム
～
新
ٕ
ज़
や
ҟ

分

連
ܞ
に
よ
っ
て
新
た
な

付
加
価
値
を
創
出
で
き
る
人

ࡐ
～
」
を
開
࠵
す
る
。
時
間

は
、
ޕ
後
３
時
～
６
時
。
会

場
は
、
東
京
国
際
フ
Ỽ
ー
ラ

ム
̙
５
お
よ
び
Φ
ン
ラ
イ
ン

配
信
。
日
本
物
流
ஂ
体
連
合

会
、
日
本
ロ
δ
ス
ς
ィ
ク
ス

γ
ス
ς
ム
ڠ
会
の
後
援
。
ࢀ

加
අ
は
無
料
。

全
体
最
適
の
ࢹ
点
か
ら
物

流
内
外
の
ٕ
ज़
・
分

と
の

連
ܞ
を
企
画
し
、
ਪ
進
す
る

人
ࡐ
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
を
共

༗
し
、
求
め
ら
れ
る
ス
Ω
ル

や
育

の
た
め
の
Ω
Ỿ
Ϧ
ア

パ
ス
等
に
つ
い
て
ݕ
౼
す
る
。

γ
ン
ポ
δ

ム
で
は
、
東

京
大
ֶ
大
ֶ
Ӄ

ֶ
ܥ
ݚ
ڀ

Պ
教
त
の
西

活
༟
ࢯ
が

「
ՙ
主
企
業
と
高
度
物
流
人

ࡐ
」
と
題
し
て
基
ௐ
講
ԋ
。

国
交
省
大
ਉ


৹
ٞ


（
物
流
・
自
動
車
ہ
୲
当
）

の

ଜ
大
ࢯ
が「
物
流
改
正

法
の
ࢪ
行
に
向
け
た
ݕ
౼
内

容
に
つ
い
て
」

を
、
ҏ
౻



事
ॅ
生
活
Χ
ン

パ
χ
ー
物
流
物

資
෦
ւ
運
・
物

資
課（
上
੮
コ
ン
α
ル
タ
ン

ト
）の

୩

ਅ
一
ࢯ
が「
続

け
る
こ
と
の
重
要
性

ௐ

・ࠪ分
ੳ・比
・ֱԾ
આ
立
Ҋ・

࣮
行
の
܁
り
ฦ
し
が
Ω
Ỿ
Ϧ

ア
形

の
基
本
」
を
、
Φ
プ

ς
ィ
マ
イ
ン
ド
代
ද
取
締


社

の
দ
下
݈
ࢯ
が「
高
度

物
流
〝
̞
̩
〟
人
ࡐ
の
֫
得

と
育

」
を
そ
れ
ぞ
れ
講
ԋ

す
る
。

ま
た
、「
ҟ
分

連
ܞ
・

新
ٕ
ज़
導
入
で
活
༂
で
き
る

高
度
物
流
人
ࡐ
૾
と
̘
̡
̤

の
在
り
方
」
を
ς
ー
マ
に
パ

ω
ル
デ
ィ
ス
Χ
ッ
γ
ἀ
ン
を

開
࠵
す
る
。

定
員
は
、
会
場
90
人
、
Φ

ン
ラ
イ
ン
１
０
０
０
人（
ઌ

ண
ॱ
、
定
員
に
な
り
࣍
ୈ
、

締
め

り
）。
締
め

り
は

２
月
21
日
ޕ
後
５
時
。

ࢀ
加
申
し
込
み
は
、
ࠨ
記

二
࣍
ݩ
コ
ー
ド
よ
り
申
し
込

み
フ
Ỽ
ー
ム
に
必
要
事
߲
を

入
力
す
る
。

ৄ
ࡉ
は
、
国
交
省
ϗ
ー
ム

ペ
ー
δ
で
。

的
な
配
送
࣮
ࢪ
へ
の
ڠ
力
な

ど
に
つ
い
て
、
取
り
組
み
の

ప
ఈ
を
求
め
て
い
る
。

ৄ
ࡉ
は
、
全
ト
ڠ
ϗ
ー
ム

ペ
ー
δ
を
ࢀ
র
。

ೋݩ࣍ίーυ

国交省・経産省 第
５
回「
高
度
物
流
人
材
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を
開
催

２
月
28
日

オ
ン
ラ
イ
ン

同
時
配
信

経

済

３
団
体「
価
格
転
嫁
の
商
習
慣
」の
定
着
に
向
け
要
請

飼
料
の
安
定
供
給
へ

飼
料
輸
送
の
合
理
化
を

農
水
省
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「
二に

っ
ぱ
ち八
の
涙な

み
だ

月づ
き

。
今
月
は
魔

の
２
月
な
ん
だ

よ
」
と
は
知
人

の
恨
み
節
。
ア

パ
レ
ル
関
係
の
小
さ
な
会

社
を
営
む
彼
に
と
っ
て
、

２
月
は
売
り
上
げ
減
少
の

苦
し
い
月
な
の
だ
◆
経
産

省
の
レ
ポ
ー
ト（
２
０
１

８
年
）に
よ
れ
ば
、
百
貨

店
販
売
額
の
５
割
を
占
め

る
衣
料
品
は
２
月
と
８
月

の
落
ち
込
み
が
顕
著
で
、

「
二
八
」
現
象
が
み
て
と

れ
る
そ
う
だ
◆
巳
年
は
景

気
上
昇
期
待
の
年
だ
が
、

「
二
八
」
現
象
は
あ
る
の

か
？

メ
デ
ィ
ア
で
は
大

企
業
ト
ッ
プ
の
強
気
発
言

を
報
じ
、
株
価
は「
安
値

が
１
～
３
月
、
高
値
は
12

月
」
と
の
市
場
関
係
者
予

想
を
伝
え
て
い
た
◆
日
経

平
均
高
値
が
４
万
３
千
円

以
上
と
み
る
人
が
お
よ
そ

８
割
と
の
報
道
も
。
株
式

市
場
で
は
、
辰
と
巳
の
年

に
株
価
が
天
井
を
つ
け
る

「
辰た

つ
み
て
ん
じ
ょ
う

巳
天
井
」
と
い
う
相

場
格
言
が
あ
る
が
、
そ
れ

を
信
じ
て
い
る
わ
け
で
も

あ
る
ま
い
◆
東
証
大
発
会

で
は
、
２
年
ぶ
り
に
〝
市

場
の
繁
栄
を
祈
る
鐘
〟を

鳴
ら
し
て
い
た
が
、
終
値

は
５
８
７
円
安
と
な
り
、

厳
し
い
滑
り
出
し
と
な
っ

た
◆
今
年
も
物
価
や
賃
上

げ
が
焦
点
か
？

市
民
生

活
に
明
る
い
兆
し
は
あ
る

の
か
？

知
人
は
愚
痴
り

つ
つ
も「
セ
ー
ル
企
画
で

笑
顔
の
２
月
に
す
る
ぞ
」

と
前
向
き
だ
。
こ
れ
ぞ
中

小
企
業
者
の
心
意
気
と
、

杯
を
掲
げ
宴
を
締
め
た
。

　官製はがきに、①答え②あなたの住所・
郵便番号③会社名④氏名⑤年齢⑥本紙への
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（1,000円分）をプレゼント。
☆インターネットでのご応募も可能です。
　https://www.totokyo.or.jp/
☆�インターネット応募の場合、解答フォー
ムをご利用ください。東ト協ＨＰトップ
「会員の皆様へ」をクリックし、「東京都
トラック時報→」から「パズル＆クイズ
解答フォーム」へ。
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今
年
も
早
や
２
月
に
入
り
、２
日

の
節
分
と
立
春
が
経
過
し
た
。
節
分

が
２
日
と
な
っ
た
の
は
、４
年
ぶ
り
の

こ
と
。近
年
は
、「
豆
ま
き
」よ
り
関
西

の「
恵
方
巻
」の
方
が
馴
染
み
深
い
風

習
に
な
り
、近
隣
か
ら
聞
こ
え
て

い
た
掛
け
声
が
薄
れ
て
い
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
日
に
あ
る「
記
念

11
）年
に
は
２
７
０
０
人
以
上
の
バ
ス

ガ
ー
ル
が
東
京
で
従
事
し
て
い
た
と

い
う
。

当
時
の
女
性
の
人
気
職
業
は
、
美

容
師
、タ
イ
ピ
ス
ト
、電
話
交
換
手
が

上
位
を
占
め
て
い
た
。
１
９
５
７（
昭

和
32
）年
、初
代
コ
ロ
ム
ビ
ア
・
ロ
ー

ズ
の『
東
京
の
バ
ス
ガ
ー
ル
』が
流
行

歌
と
し
て
親
し
ま
れ
た
。
こ
の
歌
の

モ
デ
ル
と
な
っ
た
の
は「
は
と
バ
ス
」

だ
が
、歌
詞
の
要
所
で
路
線
バ
ス
の
業

務
を
連
想
さ
せ
る
フ
レ
ー
ズ
も
あ
る
。

看
板
娘
と
な
っ
た
バ
ス
ガ
ー
ル
は
、

業
務
省
力
化
に
よ
る
車
両
の
進
展
、

ワ
ン
マ
ン
化
に
伴
い
、１
９
６
０
年
初

期
頃
に
減
少
し
、
１
９
８
３（
昭
和

58
）
年
８
月
に
全
廃
し
た
。
近
年
ま

で
バ
ス
車
内
に
車
掌
ス
ペ
ー
ス
と
、
合

図
ブ
ザ
ー
を
備
え
て
い
た
の
も
記
憶

に
新
し
い
。
運
転
者
不
足
は
、決
し
て

ト
ラ
ッ
ク
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、バ

ス
事
業
も
同
様
の
課
題
を
抱
え
て
い

る
。
花
形
職
種
だ
っ
た
バ
ス
ガ
ー
ル

を
顧
み
て
、運
輸
事
業
の
魅
力
が
創

出
さ
れ
る
こ
と
に
期
待
し
た
い
。

９
）年
２
月
２
日
、バ
ス
運
行
事
業
者

で
あ
る
東
京
市
街
自
動
車
を
前
身
と

す
る
、
東
京
乗
合
自
動
車
の
乗
合
バ

ス
に
、わ
が
国
初
の
女
性
車
掌
が
誕
生

し
た
。同
社
は
、輸
入
車
１
０
０
台
で

新
宿
～
築
地
間
の
路
線
バ
ス
の
営
業

を
開
始
。
19
～
30
歳
ま
で
の
37
人
が

採
用
さ
れ
、ド
ア
開
閉
、運
賃
収
受
、

車
両
誘
導
、
乗
客
の
お
世
話
な
ど
運

転
以
外
の
業
務
を
こ
な
し
た
。
初
任

給
は
35
円
。
今
の
換
算
で
15
～
18
万

円
と
い
う
高
待
遇
で
話
題
を
呼
ん
だ
。

昭
和
期
に
入
る
と
女
性
中
心
の
車

掌
が
主
流
と
な
り
、１
９
３
６（
昭
和

第150回

まちかど写真家 筑峯  総太

日
」。２
月
２
日
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
る
と
、

「
バ
ス
ガ
ー
ル
の
日
」

と
あ
る
。
観
光
バ
ス

に
添
乗
す
る
バ
ス
ガ

イ
ド
は
馴
染
み
が
あ

る
が
、バ
ス
ガ
ー
ル
と

い
う
響
き
は
還
暦
以

上
の
方
で
な
い
と
認

識
が
低
い
だ
ろ
う
。

１
９
２
０（
大
正

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

〜
労
務
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

小
林  

弘
和（
社
会
保
険
労
務
士
）

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所
所
長

小
林
小
林  

弘
和
弘
和（
社
会
保
険
労
務
士
）

（
社
会
保
険
労
務
士
）

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所
所
長
所
長

小
林  

弘
和（
社
会
保
険
労
務
士
）

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所
所
長

今
回
は
、
前
回
に
引
き

続
き
、
人
事
労
務
管
理
関

連
の
法
改
正
の
概
要
に
つ

い
て
記
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

１
雇
用
保
険
法
の
改
正

⑴
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付

の
支
給
率
の
変
更

高
年
齢
雇
用
継
続
給
付

は
、
60
歳
到
達
等
時
点
に

比
べ
て
、賃
金
が
75
％
未
満

に
低
下
し
た
状
態
で
働
き

続
け
る
60
歳
以
上
65
歳
未

満
の
雇
用
保
険
の
被
保
険

者
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る

給
付
で
す
。
高
年
齢
雇
用

継
続
給
付
の
支
給
率
は
、

こ
れ
ま
で
賃
金
低
下
後
の

各
月
に
支
払
わ
れ
た
賃
金

の
最
大
15
％
が
支
給
さ
れ

て
い
た
も
の
が
、２
０
２
５

（
令
和
７
）
年
４
月
１
日
以

降
は
、
最
大
10
％
に
支
給
率

が
低
下
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
現
在
と
４
月
１
日
以
降

の
支
給
率
の
概
要
は
下
表
の

通
り
で
、
括
弧
内
の
数
字
が

現
行
の
数
字
と
な
り
ま
す
。

な
お
、本
改
正
は
、２
０
２

５
年
４
月
１
日
以
降
に
60
歳

に
達
し
た
方
が
対
象
と
な
り
、

既
に
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付

の
支
給
を
受
け
て
い
る
方
の

支
給
率
は
、こ
れ
ま
で
通
り

の
支
給
率
と
な
り
ま
す
。

⑵
出
生
後
休
業
支
援
給
付
金

の
創
設

現
在
、
育
児
休
業
を
取
得

し
た
場
合
に
は
、
休
業
開
始

か
ら
通
算
１
８
０
日
ま
で
は

休
業
前
の
賃
金
額
の
67
％
、

１
８
０
日
経
過
後
は
休
業

前
の
賃
金
額
の
50
％
が
育
児

休
業
給
付
金
と
し
て
支
給
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
５
年
４
月
１
日
以
降

は
、
男
性
の
場
合
は
子
の
出

産
後
８
週
間
以
内
、
女
性
の

場
合
は
産
後
休
業
後
８
週
間

以
内
に
、
被
保
険
者
と
そ
の

配
偶
者
の
両
方
が
14
日
以
上

の
育
児
休
業
を
取
得
す
る
場

合
に
、
最
大
28
日
間
、
休
業

開
始
前
の
賃
金
額
の
13
％
相

当
額
が
出
生
後
休
業
支
援
給

付
金
と
し
て
支
給
さ
れ
、こ

れ
ま
で
の
育
児
休
業
給
付
金

と
あ
わ
せ
て
の
給
付
率
が
80

％
へ
と
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、

育
児
休
業
期
間
中
は
、
社
会

保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、給
付

率
67
％
は
手
取
り
で
８
割
相

当
、
給
付
率
80
％
は
手
取
り

で
10
割
相
当
に
な
り
ま
す
。

２
０
２
５
年
４
月
１
日
前

か
ら
育
児
休
業
を
取
得
し
て

い
る
場
合
は
、
男
性
は
前
記

「
出
産
後
」、
女
性
は「
産
後

休
業
後
」を
２
０
２
５
年
４

月
１
日
と
読
み
替
え
て
要
件

を
満
た
す
場
合
に
支
給
対
象

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
子
の

出
生
日
の
翌
日
に
お
い
て
、配

偶
者
が
い
な
い
場
合
や
配
偶

者
が
自
営
業
者
や
無
業
者
で

あ
る
場
合
等
に
つ
い
て
は
、配

偶
者
の
育
児
休
業
の
要
件
は

必
要
と
さ
れ
ま
せ
ん
。

⑶
育
児
時
短
就
業
給
付
金
の

創
設現

在
は
、
育
児
の
た
め
の

短
時
間
勤
務
制
度
を
選
択

し
、
賃
金
が
低
下
し
た
被
保

険
者
に
対
す
る
給
付
制
度
は

あ
り
ま
せ
ん
。
２
０
２
５
年

４
月
1
日
以
降
は
、
被
保
険

者
が
２
歳
未
満
の
子
を
養
育

す
る
た
め
に
短
時
間
勤
務
制

度
を
選
択
し
、
賃
金
が
低
下

し
た
場
合
の
新
た
な
給
付
と

し
て
、
育
児
時
短
就
業
給
付

金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。な
お
、育
児
時
短

就
業
給
付
金
の
額
は
、
時
短

勤
務
期
間
中
に
支
払
わ
れ
た

賃
金
額
の
10
％
と
な
り
ま
す
。

⑷
自
己
都
合
退
職
時
の
給
付

制
限
の
見
直
し

自
己
都
合
退
職
に
よ
る
離

職
者
に
対
し
て
は
、
失
業
給

付
で
あ
る
基
本
手
当
の
受
給

に
あ
た
っ
て
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

に
求
職
の
申
し
込
み
を
し
て

受
給
資
格
の
決
定
を
受
け
た

後
、
７
日
間
の
待
機
期
間
の

満
了
日
の
翌
日
か
ら
原
則
２

か
月
間（
５
年
以
内
に
２
回

以
上
の
離
職
に
つ
い
て
は
３

か
月
間
）の
給
付
制
限
期
間

が
あ
り
、そ
の
間
、基
本
手
当

を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
、ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
受
講
指
示
を
受
け
て
公

共
職
業
訓
練
等
を
受
け
た
場

合
に
限
り
、こ
の
給
付
制
限

が
解
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、２
０
２
５
年

４
月
１
日
以
降
、
そ
れ
に
加

え
て
、
離
職
期
間
中
や
離
職

後
１
年
以
内
に
、
自
ら
雇
用

の
安
定
お
よ
び
就
職
の
促
進

に
資
す
る
教
育
訓
練
を
行
っ

た
場
合
に
つ
い
て
も
、給
付
制

限
が
解
除
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
併
せ
て
、

給
付
制
限
期
間
に
つ
い
て
も
、

原
則
１
か
月
間（
５
年
以
内

に
３
回
以
上
の
自
己
都
合
離

職
に
つ
い
て
は
３
か
月
）に
短

縮
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

２
障
害
者
雇
用
促
進
法
の
改
正

障
害
者
雇
用
促
進
法
に
お

い
て
は
、
２
０
２
５
年
４
月

１
日
以
降
、
除
外
率
の
引
き

下
げ
が
行
わ
れ
ま
す
。
除
外

率
と
は
、障
害
者
の
就
業
が一

般
的
に
困
難
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
業
種
に
つ
い
て
、障
害

者
の
雇
用
義
務
を
軽
減
す
る

措
置
と
し
て
設
け
ら
れ
た
制

度
で
す
。
障
害
者
雇
用
促
進

法
で
は
、
障
害
者
の
職
業
の

安
定
の
た
め
、
法
定
雇
用
率

を
設
定
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、一
律
の
雇
用
率
を

適
用
す
る
こ
と
に
な
じ
ま
な

い
性
質
の
職
種
の
労
働
者
が

相
当
の
割
合
を
占
め
る
業
種

に
つ
い
て
は
、雇
用
す
る
労
働

者
数
を
計
算
す
る
際
に
、
労

働
者
数
を
控
除
で
き
る
制
度

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
除

外
率
が
あ
る
場
合
は
、
法
定

の
障
害
者
雇
用
者
数
を「
従

業
員
数
×（
１
０
０
％

−除
外

率
）×
法
定
雇
用
率（
現
在

２
・
５
％
）」と
い
う
計
算
式

に
よ
り
計
算
で
き
る
こ
と
に

な
り
、具
体
的
に
は
、道
路
貨

物
運
送
業
、
建
設
業
・
医
療

業
を
は
じ
め
と
し
た
業
種
で

除
外
率
が
適
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
除
外
率
が
２
０
２

５
年
４
月
１
日
以
降
一
律
10

％
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
道
路
貨
物
運

送
業
に
お
い
て
は
、現
在
の
20

％
が
10
％
に
引
き
下
げ
ら
れ

ま
す
。

ま
た
、
２
０
２
６
年
７
月

に
は
、
法
定
雇
用
率
が
２
・

７
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ

と
も
決
定
し
て
い
ま
す
の
で
、

障
害
者
雇
用
へ
の
一
層
の
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

今
後
も
、
重
要
な
法
改
正

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、で
き
る

だ
け
早
く
法
改
正
情
報
を
お

届
け
し
ま
す
。

各月に支払われた賃金の低下率 高年齢雇用継続給付の支給率

64％以下
（61％以下） 各月に支払われた賃金額の10％（15％）

64％超75％未満
（61％超75％未満）

各月に支払われた賃金額の10％（15％）～０％
の間で、賃金の低下率に応じ、賃金と給付額の
合計額が７５％を超えない範囲で設定される率

75％以上 不支給
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